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ひとつずつ
　前にすすもう！



　
田
原
市
で
は
、住
民
相
互
の
助
け
合
い
や
協
力
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
お
り
、各
地
域
で
自
主
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
と
は「
自
治
会（
町
内
会
、区
な
ど
を
含
む
）」「
自
治
会
連
合
組
織（
小
学
校
区

域
内
の
特
定
の
自
治
会
の
連
合
組
織
）」「
校
区（
小
学
校
単
位
の
自
治
会
の
連
合
組
織
）」と
、区
域
内
の

全
て
の
自
治
会
と
各
種
団
体・行
政
委
員
な
ど
で
構
成
す
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」で
、そ
れ
ら
の
連

絡・調
整・連
携
協
力
を
行
う
た
め
に「
田
原
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会
」が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、本
市
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る
市
民
館
整
備
や
補
助
金
交
付
な
ど
の
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、市
民
生
活
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

◎
自
治
会
の
主
な
活
動

「
広
報
や
回
覧
の
配
布
」「
除
草
や
清
掃
な
ど
環
境
整
備
」「
自
主
防
災
活
動
」「
交
通
安
全
」「
防

犯
活
動
」「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
」「
住
民
相
互
の
親
睦
活
動
」「
意
見
集
約
や
要
望
の
取

り
ま
と
め
」な
ど

　
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
の
活
動
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。※
名
簿
は
敬
称
略　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

     

▼
総
務
課
☎
23‐３
５
０
４

◆
童
浦
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

眞
木
泰
弘

吉
胡
区
自
治
会	

	

菰
田
幸
信

木
綿
台
区
自
治
会	

	

足
立
哲
也

吉
胡
台
区
自
治
会	

	

𣘺
本
克
典

浦
区
自
治
会	

	

中
神
正
博

西
浦
区	

	
	

清
水
久
登

波
瀬
区	

	
	

柴
田
龍
一

姫
見
台
自
治
会	

	

佐
藤　
剛

片
浜
自
治
会	

	

山
田
隆
之

白
谷
区	

	
	

森
口
日
呂
士

光
崎
区	

	
	

杉
山
幹
男

片
西
自
治
会	

	

水
田
一
規

童
台
自
治
会	

	

松
見　
清

◆
田
原
中
部
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

藤
井
正
剛

巴
江
町
内
会	

	

八
木　
孝

一
番
東	

	
	

大
羽
康
彦

一
番
西	

	
	

市
川　
篤

三
番
組	

	
	

三
浦
雄
二

四
番
組
東	

	

前
川
仁
志

四
番
組
西	

	

河
合
克
昌

四
番
組
南	

	

鈴
木
愛
二

蔵
王
東
ヶ
丘
自
治
会	

柴
田
充
弘

蔵
王
南
ヶ
丘	

	

平
川
明
則

萱
町
町
内
会	

	

早
田
岸
雄

萱
町
一
区	

	

早
田
岸
雄

萱
町
二
区	

	

立
岩
末
博

萱
町
三
区	

	

松
井
一
広

本
町
自
治
会	

	

柴
田
辰
美

新
町
町
内
会	

	

平
松
正
敏

　
◆
衣
笠
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

樋
口
雄
士

加
治
区
自
治
会	

	

天
野
博
之

衣
笠
町
内
会	

	

白
井
義
久

八
軒
家
町
内
会	

	

石
川
行
彦

藤
七
原
町
内
会	

	

藤
城
定
男

鎌
田
町
内
会	

	

小
田
中
忠
夫

東
滝
頭
地
区	

	

加
藤
公
樹

赤
石
自
治
会	

	

木
ノ
本
弘
文

地
域
活
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

◦会長
藤井正剛
（田原中部）

◦副会長
鈴木雅也
（中山）

◦副会長兼会計
鳥居弘一
（赤羽根）

田原市
地域コミュニティ連合会

連 合 会 長
コミュニティ
協 議 会 長
自 治 会 長

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地
域
の
助
け
合
い

＝

◆
六
連
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

鈴
木
義
人

長
上
区	

	
	

彦
坂
孝
浩

久
美
原
区	
	

鈴
木
安
博

浜
田
区	

	
	

大
場
忠
志

百
々
区	
	

	

西
山
直
司

新
浜
自
治
会	

	

大
羽
日
出
美

◆
神
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

浅
野
正
三

川
岸
町
内
会	

	

大
谷
和
広

漆
田
一
区	

	

萩
原
武
久

漆
田
二
区
自
治
会	

	

大
羽
政
明

漆
田
三
区
自
治
会	

	

白
戸
和
行

東
赤
石
自
治
会	

	

藤
城
貴
弘

サ
ン
コ
ー
ト
自
治
会	

髙
橋　
修

市
場
区	

	
	

三
浦
洋
幹

青
津
区	

	
	

篠
原
俊
光

希
望
が
丘
自
治
会	

	

名
嘉
裕
太

赤
松
区	

	
	

藤
井
保
宏

志
田
区	

	
	

仲
井
宏
尚

新
美
区	

	
	

竹
守
将
大

南
町
区	

	
	

大
谷
晃
民

谷
ノ
口
区	

	

柴
田
直
彦

東
ヶ
谷
区	

	

鈴
木
重
明

◆
大
草
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

寺
田
孝
士

大
草
地
区	

	

吉
居　
誠

大
草
団
地
地
区	

	

河
合
公
一

◆
田
原
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

岡
田
惣
二

相
川
自
治
会	

	

柏
村
修
志

谷
熊
自
治
会	

	

佐
久
間
幸
夫

や
ぐ
ま
台
自
治
会	

	

黒
澤　
章

豊
島
自
治
会	

	

河
邉
勝
郎

御
殿
山
自
治
会	

	

河
合
壮
幸

◆
田
原
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

大
場
広
之

大
久
保
区
自
治
会	

	

中
泉
正
憲
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地域の安心・安全を守る
消防団の役員さんをご紹介します

◦副団長
川口 広満

◦東部分団 分団長 佐久間 貴大
副分団長 鈴木 博明

◦神戸分団 分団長 大羽 智貴
副分団長 三浦 成弘

◦南部分団 分団長 中神 康貴
副分団長 河合 佑紀

◦野田分団 分団長 高橋 将司
副分団長 河合 悠真

◦中部分団 分団長 伊東 大介
副分団長 捧　晃太朗

◦童浦分団 分団長 立岩 弘士
副分団長 大谷 将嗣

◦赤羽根分団
分団長 夏目 晃典
副分団長 小川 義仁
副分団長 河合 宏親

◦泉分団 分団長 千賀 篤人
副分団長 伊藤 和人

◦福江分団

分団長 宮本 弘睦
副分団長 坂本 裕也
副分団長 小川 恭宜
副分団長 桑名 将久

◦伊良湖岬分団
分団長 太田 真司
副分団長 長尾 康孝
副分団長 藤原 周平

【市民の皆さんへ】消防団は、火災の消火活動だけでなく、地震や風水害など自然災害の発生時にも、地域で救助・
救援活動にあたります。消防団の活動に、ご理解とご協力をお願いします。 ▼消防課☎ 23-4073

◆
野
田
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

渥
美
昌
彦

芦
自
治
会	

	

小
野
田
清
憲

南	
	

	

仲
谷
清
隆

彦
田	

	
	

髙
橋　
徹

雲
明	

	
	

小
林
英
樹

保
井	

	
	

渡
邉
員
之

東
馬
草	

	
	

原　
敏
光

山
ノ
神	

	
	

富
田
邦
彦

西
馬
草	

	
	

山
田
正
直

今
方	

	
	

鵜
飼
雄
三

北
海
道	

	
	

白
井
宏
昌

市
場	

	
	

河
合
昭
長

仁
崎	

	
	

河
邉
功
治

ほ
る
と
台	

	

齋
竹
登
美
夫

◆
高
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

福
井
恒
芳

高
松
区	

	
	

福
井
恒
芳

◆
赤
羽
根
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

鳥
居
弘
一

赤
東
区	

	
	

本
多
剛
晴

赤
中
区	

	
	

太
田
孝
雄

赤
西
区	

	
	

鈴
木
康
彦

◆
若
戸
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

大
根
義
久

池
尻
区	

	
	

下
田
和
正

若
見
区	

	
	

近
藤
吉
貢

越
戸
区	

	
	

柳
原
昭
生

◆
和
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

河
合
伸
樹

和
地
自
治
会	
	

山
本
俊
幸

土
田
自
治
会	
	

河
合
耕
史

◆
堀
切
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	
	

	

澤
井
政
之

堀
切
自
治
会	

	

小
久
保
昌
弘

小
塩
津
自
治
会	

	

中
村
靖
之

◆
伊
良
湖
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

小
久
保
順
一

伊
良
湖
自
治
会	

	

鈴
木
敏
之

日
出
自
治
会	

	

小
久
保　
司

◆
亀
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

本
田
雅
彦

亀
山
自
治
会	

	

井
本
好
夫

西
山
自
治
会	

	

小
宮
司
久

◆
中
山
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

鈴
木
雅
也

中
山
自
治
会	

	

天
野
靖
浩

小
中
山
自
治
会	

	

古
𫞎
照
夫

◆
福
江
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

山
本
五
夫

長
沢
自
治
会	
	

山
本
勝
美

福
江
自
治
会	
	

菱
田
直
之

保
美
自
治
会	
	

石
倉
一
造

向
山
自
治
会	

	

片
山
裕
隆

◆
清
田
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

木
村
敏
和

山
田
自
治
会	

	

髙
𫞎
章
人

高
木
自
治
会	

	
木
村
博
一

折
立
自
治
会	

	
齋
藤
久
士

古
田
自
治
会	

	
山
本
博
正

◆
泉
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

花
井　
隆

宇
津
江
自
治
会	

	

山
内
和
之

江
比
間
自
治
会	

	

今
原　
誠

八
王
子
自
治
会	

	

河
合
博
孝

村
松
自
治
会	

	

花
井
賢
一

馬
伏
自
治
会	

	

浅
井
隆
由

伊
川
津
自
治
会	

	

太
田
則
明

石
神
自
治
会	

	

中
村　
匡

夕
陽
が
浜
自
治
会	

	

河
合
正
文

（敬称略）

地域活動にご協力ください。

◦団長
小林 篤史

◦副団長
河合 真樹

◦副団長
渡邊 真希
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認定業者は、それぞれの顧客に自身のタハナを郵送します

認定事業者（例）
花屋 農家 企業 個人

タハナの認定事業者を募集
田原市産の花を申込者の自宅などに届けるサービス「タハナ」を送る事業者や個人のこと。これまでは、市内の
事業者が「タハナ」を送っていましたが、今年度から、田原の花を届けていただく方を広く募集します！ネット通
販などで、花を販売できる方なら、個人でも事業者でもどなたでも田原の花を送ることができます。

花を送る方法は？
❶田原市産の花を郵送などで送ります。
　市指定の箱の場合、定形外郵便（350円/通）で送れます。
❷花を定期的に送ります。
❸花は田原市産を利用してください。
　葉物は市内産が難しい場合、国内産の葉物で補っても大丈夫です。
❹花の種類や量、値段は自由に決められます。
❺市指定の箱などの資材は、初回500セットを市から提供します。
※その他、条件を満たす方を「認定事業者」として認定します。
　詳しくは市ＨＰまたはお問い合わせください

応募方法・募集期間
市ＨＰにある申請用紙に記入の上、
５月31日（火）までに農政課へメー
ルまたは直接持参してください。

　昨年11月にスタートした「タハナ」。定額を支払うと、毎月定期的
に田原市の花が届けられるサービスです。
　注文した人からは、「毎月どんな花が届くのかと楽しみ」、「新鮮な
花が届き満足」という声もいただいています。
　さらに充実した商品をお届けするため、「認定事業者」の取り組み
がスタートします！「タハナ」をあなたの暮らしに取り入れて、花のあ
る生活を楽しんでみませんか？（今年度のタハナの販売内容は、８月
頃広報たはらや市ＨＰでお知らせする予定です。）

田原の花の定期便「タハナ」を送る「認定事業者」を募集します！01

「タハナ」のある暮らし

◀市タハナHP

▶農政課　☎23-3517

◀タハナ販売ＨＰ
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市政ほーもん講座を
ご利用ください03

　今年も素晴らしい景色を見せてくれた桜。
免々田川とともに清谷川の桜は、田原の美しい
桜並木の双璧をなすと思われます。私もその華
やぎを、ある思い出とともに堪能しました。　
　それは、昭和41年10月12日。夕方の2時
間半に500mmの降雨量を伴う集中豪雨に
より、清谷川と汐川が氾濫しました。自衛隊
の出動を要する災害救助法が発動され、人命
と生活にかかわる甚大な水害が起きました。
　現在は、護岸整備されて市街地となり、当
時の面影は見当たりませんが、私も被害の真
只中にいた者として、この美しい桜に秘めら
れた苦難の歴史を決して忘れません。

清谷川の思い出

　市の業務や制度、歴史・文化などに関する情報を出
前講座「市政ほーもん講座」で紹介しています。市内
の団体を対象に、市職員が皆さんのところへ伺い、お
話しをします。研修会や勉強会などにぜひご利用く
ださい。
【対象】　おおむね10名以上の市内の団体（地域組
織・市民団体・事業所など）
【開催場所】　申込団体で用意
【開催日時】　希望日（土・日曜、祝日も可／ただし午前
9時～午後9時）
【講座内容】　申込書に掲載
【申込】　開催希望日の1カ月前までに、申込書に必
要事項を記入の上、直接またはFAX、QRコードにて
※申込書は広報秘書課、渥美支所、赤羽根市民セン
ター、各市民館で配布しています。また、市HPから
もダウンロードできます

▶広報秘書課　〒441-3492（住所不要）
　☎22-0138　 23-1691

月日 会議名 場所

６月９日㊍ 本会議（提案説明、一部
採決） 議場

６月13日㊊ 本会議（一般質問） 議場

６月14日㊋ 本会議（一般質問、質疑、
委員会付託） 議場

６月16日㊍ 文教厚生委員会、
総務産業委員会（※）

第2委員
会室

６月17日㊎ 予算決算委員会 第2委員
会室

６月23日㊍
本会議（委員長報告、委
員長報告に対する質疑、
討論、採決）

議場

新婚世帯の新生活を支援します！02
　結婚後の若い世代の経済的負担を軽減するため、結
婚に際して新居となる住宅の購入費や賃料、引越しな
どにかかった費用の一部を補助します。
●田原市結婚新生活支援事業補助金
【対象】　次の全てを満たす新婚世帯
①令和4年1月1日～令和5年2月28日の間に婚姻届を
提出し受理された夫婦で、夫婦ともに婚姻日の年齢
が39歳以下②婚姻を機に新たに市内に住居を購入・
賃借し居住③夫婦の年間所得合計（令和3年1月1日～
12月31日）が400万円未満④過去にこの制度による
補助を受けていない⑤市税を滞納していない
【補助上限額】　30万円
【対象経費】　住宅取得費用、住宅賃借にかかる費用
（敷金、礼金、共益費、家賃など）、新居の引越しにか
かった費用　※令和4年1月1日～令和5年2月28日の
間に支払った経費に限る
【受付期間】　6月1日（水）～令和5年3月1日（水）
※予算の状況で受け付けを終了する場合があります

▶地域福祉課　☎23-3512 市HP▶市HP▶

▲田原市議会HP

　本会議・委員会は、誰でも傍聴できます。本会議
の一般質問は、ティーズおよびパソコン、スマートフォ
ン、タブレットなどでご覧いただけます。
◎議会開催予定表

◎時間はいずれも午前10時から
　（ただし※は午後1時30分から）
▶田原市議会事務局　☎２３‐３５33

田原市議会第2回定例会 を開催
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　昭和27年に開園し、赤羽根地区の中心的な子育ての場として地域
とともに運営してきた高松・赤羽根・若戸保育園の閉園式を、３月２８日
（月）に開催しました。
　それぞれの保育園では、思い出のスライドショーが上映され、これま
での保育園生活を振り返りました。そして、園児全員が思い出の歌を歌
い、各園長がお礼の言葉を述べました。
　閉園式の後には、園舎の一般開放を行い、地域の方たちに思い出
の保育園を見学してもらいました。約70年にわたって、地域の子どもた
ちの健やかな成長を支えてきた3つの保育園の幕が閉じました。

　高松・赤羽根・若戸保育園の統合民営化により、令和４年度から開
設する幼保連携型認定こども園「あかばねこども園」の開園式が、４月
２日（土）に開催されました。
　あかばねこども園は、高低差のある土地を活かした園庭に加え、子ど
もたちの気持ちや活動に合わせたさまざまなコンセプトの部屋がありま
す。子どもたちが自分の好きな場所で、好きな遊びができる施設となっ
ています。
　開園式は、園庭で行われ、金

こんせん
仙園長から「子どもたちを中心に素敵な

園を作っていきたい」と話がありました。そして開園式の後には、記念植
樹として、園庭の真ん中にシンボルツリー「ムクノキ」が植えられました。

あかばねこども園の概要
運 営　学校法人正円寺学園　
所 在 地　田原市赤羽根町天神21
利用定員　221名

（満3歳未満児56名、満3
歳以上165名）

▶子育て支援課　☎ 23-3513

▶あかばねこども園　☎ 45-2416

70年の歴史に幕
高松・赤羽根・若戸保育園閉園式04

新たな子育て拠点のスタート！
あかばねこども園開園式05

▲思い出の歌を元気に歌う園児たち（若戸保育園） ▲園庭で笑顔を見せて記念撮影（赤羽根保育園）

▲閉園にあたり感謝の言葉を述べる山下市長
　（高松保育園）

▲先生の話を聞く園児と保護者たち

▲ムクノキの横であいさつをする金仙園長▲あかばねこども園の外観
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海のまち・山のまち交流スタンプラリーに参加して、
山のまちへ出掛けよう！06

第3回オフロードトライアスロンin田原 参加選手を募集します！07

　「海のまち」である本市は、異なる環境を持つ3つの「山のまち」（設楽町・長野県
阿南町・長野県宮田村）と交流を行っています。家族や仲間でスタンプラリーに参加
し、それぞれの「山のまち」に出掛けてみませんか？新しい発見と感動があります。
【期　間】　令和5年3月3日（金）まで
【内　容】　応募用紙に「海のまち」と「山のまち」から各１つ以上、スタンプを
　　　　　集めてください
【応　募】　応募用紙に必要事項を記入の上、田原市企画課へ直接または郵送にて
【賞　品】　国内旅行券、図書カード、海と山のまちの特産品、ラリースポット
　　　　　協賛プレゼントなど

▶企画課　☎23-3507

【海のまちのラリースポット】
道の駅（田原めっくんはうす、あかばねロコステーション）、蔵王山展望台、
サンテパルクたはら
【山のまちのラリースポット】
【設楽町】道の駅（つぐ高原グリーンパーク、アグリステーションなぐら、したら）、
田峯特産物直売所
【阿南町】道の駅信州新野千石平、阿南温泉かじかの湯、あなん食彩館
【宮田村】こまゆき荘、本坊酒造（株）マルス信州蒸溜所

※感染症拡大防止のため、移動の自粛が要請される場合には、お出掛けをお控えください
※詳しくは、市役所、渥美支所、赤羽根市民センター、各ラリースポットにある応募用紙をご覧ください

【会　　場】　白谷海浜公園（スタート/ゴール）
【競技内容】　【フル・リレー】27.0km　
　　　　　　（スイム：1.0km　バイク：20km　ラン：6.0km）
　　　　　　※リレーは、27.0㎞を2～3名で実施
　　　　　　【ライト】16.0km
　　　　　　（スイム：0.5km　バイク：11.5km　ラン：4.0km）
【募集人数】　【フル】100名　【ライト】30名　【リレー】10組
【参加費】　【フル】25,000円　【ライト】15,000円　
　　　　　　【リレー】30,000円

※感染症のまん延などで、大会の開催を中止した場
合、準備に要した費用を除き、参加費を返金予定

【申込期間】　6月1日（水）～7月31日（日）
【申　　込】　大会HPにて（先着順）
【その他】　9月23日（金・祝）に試走・講習会を予定
【実施主体】　田原オフロードトライアスロン実行委員会

【開催日時】9月24日（土）午前8時30分スタート

選手を支えるボランティア募集！
【活動内容】　前日の会場やコース設営
準備、当日の選手誘導や給水サポートなど
※活動内容や場所によって活動時間が
　異なります
※オフロードのため主に山中のコースと
　なります
【申込期間】　6月1日（水）～7月31日（日）
【申込】　大会HPの応募フォームにて

▶大会事務局（㈱あつまるタウン田原）　☎24‐2345 ▲大会HP

▲市HP
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【
人
口・世
帯
】…
令
和
４
年
３
月
末
現
在

７
４
２
名
・２
５
１
世
帯

◆
概
要

　
本
市
の
最
西
端
に
位
置
し
、恋
路
ヶ
浜
や

日
出
の
石
門
な
ど
の
景
勝
地
を
有
す
る
自

然
豊
か
な
地
域
で
す
。海
に
囲
ま
れ
た
地
区

で
あ
る
こ
と
か
ら
、津
波
へ
の
対
策
が
特
に

重
要
な
地
区
で
も
あ
り
ま
す
。

◆
取
り
組
み
テ
ー
マ

地
域
の
つ
な
が
り
で
防
災
力
の
強
化

　
主
な
取
り
組
み
内
容

①
自
主
防
災
会
一
斉
防
災
訓
練
お
よ
び
避

難
所
開
設・運
営
訓
練

②
防
災
台
帳
の
整
備・更
新

③
住
宅
の
耐
震
化
の
推
進

④
非
常
持
出
品
の
事
前
備
蓄

⑤
地
震・津
波
避
難
マッ
プ
の
改
訂

◆
取
り
組
み
成
果

　

自
主
防
災
会
一
斉
防
災
訓
練
で
は
、福

江
中
学
校
の
生
徒
も
参
加
し
、災
害
用
の
テ

ン
ト
や
間
仕
切
り
の
組
み
立
て
方
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

　

避
難
所
開
設・運
営
訓
練
で
は
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
対
応
し
た
受

付
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、各
家
庭
の
非
常
持
出
品
を
、避
難

所
で
あ
る
旧
伊
良
湖
小
学
校
の
校
舎
へ
事

前
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
で
、素
早
い
避
難
が

期
待
で
き
ま
す
。

　

地
域
特
性
に
合
っ
た「
日
頃
か
ら
の
備

え
」を
充
実
さ
せ
た
こ
と
は
、大
き
な
成
果

だ
と
思
い
ま
す
。

◆
今
後
の
目
標

　

少
子
高
齢
化
で
１
人
暮
ら
し
の
世
帯
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、地
域
全
体
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、災
害
が
起
き
て
も
一

人
の
犠
牲
者
も
出
さ
な
い
地
区
を
目
指
し

ま
す
。

伊
良
湖
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

【
人
口・世
帯
】…
令
和
４
年
３
月
末
現
在

６
１
９
９
名
・２
４
８
３
世
帯

◆
概
要

　
北
は
汐
川
に
沿
っ
た
市
街
化
区
域
、南
は

太
平
洋
に
面
し
た
農
業
地
帯
が
広
が
って
い

る
地
域
で
す
。15
自
治
会
で
構
成
さ
れ
、15

の
自
主
防
災
会
が
あ
り
ま
す
。

◆
取
り
組
み
テ
ー
マ

防
災・減
災
を
全
員
で
取
り
組
も
う

　
主
な
取
り
組
み
内
容　

①
防
災
倉
庫
点
検・備
蓄
品・危
険
個
所
点

検・消
火
栓
器
具
箱
の
点
検　

②
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム

③
女
性
視
点
の
自
主
防
災
活
動
意
見
交
換

会
④
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難
所
開
設・運
営

訓
練　

◆
取
り
組
み
成
果

　
女
性
視
点
の
自
主
防
災
活
動
意
見
交
換

会
で
は
、防
災
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め

に
は
、広
く
女
性
か
ら
の
意
見
も
聞
く
こ

と
が
、重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
避
難
所
開
設・運
営
訓
練
で
は
、コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
、参
加
人
数
を
限
定
し
、消
毒
・

検
温
な
ど
感
染
症
対
策
に
気
を
配
り
な
が

ら
実
施
し
ま
し
た
。実
際
に
避
難
者
役
を

配
置
し
、避
難
者
の
受
付
、避
難
場
所
の
区

割
り
、簡
易
ト
イ
レ
の
設
置
体
験
、物
資
の

受
入・配
給
訓
練
な
ど
を
行
い
、避
難
所
の

開
設
・
運
営
の
難
し
さ
と
役
割
分
担
の
重

要
性
を
学
び
ま
し
た
。

◆
今
後
の
目
標

　
意
見
交
換
会
や
訓
練
か
ら
見
つ
か
っ
た

課
題
を
整
理
し
、み
ん
な
で
共
有・改
善
を

繰
り
返
し
て
防
災
・
減
災
の
取
組
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
で
、災
害
に
強
い
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
は
自
ら
の
手
で
守
る
！

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
自
分
た
ち
の
ま
ち

神
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

市
内
に
は
、全
地
区
に
自
主
防
災
会
が
組
織
さ
れ
、地
域
特
性
に
合
っ
た
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、令
和
３
年
度
に「
自
主
防
災
活
動
推
進
地
区
」と
し
て
、神
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
伊
良
湖
地
区

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会
が
取
り
組
ん
だ
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 　
▼
防
災
対
策
課
☎
23-

３
５
４
８

08

▲避難所開設訓練（受付）の様子

▲避難所開設訓練（受付）の様子

▲避難所開設訓練の様子

▲災害用テント設置の様子
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令
和
3
年
度
田
原
市
教
育
委
員
会
表
彰

と
し
て
、本
市
の
教
育
振
興
に
貢
献
さ
れ
た

8
名
の
方
に
功
労
賞
が
、大
会
な
ど
で
活
躍

さ
れ
た
32
名・5
団
体
の
方
に
殊
勲
賞
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。（
氏
名
順
不
同
、敬
称
略
）

◦
功
労
賞

　
文
化
の
振
興
に
貢
献

花
井
悦え

つ
こ子
／
河
合
伸し
ん
じ二

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献

彦
坂
洋よ

う
い
ち一
／
岡
田
安や
す
ひ
ろ弘
／
清
水
明あ
き
ら

／
森

下
徹と

お
る
／
大
羽
俊と
し
お雄
／
岡
田
秀ひ
で
お夫

◦
殊
勲
賞

令
和
3
年
度
全
国
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
決

勝
大
会　
剣
舞　
幼
年
の
部　
優
勝
／
塙

寛か
ん
す
け介　

令
和
３
年
度
愛
知
県
高
文
連
文

芸
専
門
部
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
詩
部
門 

第
１

席
／
谷
口
萌も

え　

一
般
社
団
法
人
ア
マ
チ
ュ

ア
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
協
議
会
主
催A

LL 
JAPAN

 AM
ATEU

R KICKBO
XIN
G
 

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
・
貢
献

教
育
委
員
会
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た

C
H
A
M
PIO
N
SH
IPS 

２
０
２
１
～
ア
マ

チ
ュ
ア
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
全
日
本
選
手
権

決
勝
大
会in

千
葉
県
～U

nder 

10 - 

29
㎏

級　
２
位
／
平
野
裕ゆ

う
す
け典　
第
48
回
全
日
本

中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会　

女
子

１
０
０ｍ　
３
位
／
佐
藤
俐り

あ有　

同
大
会　

女
子
４
×
１
０
０ｍ
Ｒ　
３
位
／
東
部
中
学

校
陸
上
競
技
部【
佐
藤
俐り

あ有
、髙
津
采さ

り里
、

門
間
理り

り莉
、佐
藤
那な

ゆ有
、行
田
果か

な

ほ
奈
朋
、

澤
口
朋と

も
み実
】　

第
52
回
全
国
中
学
校
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
大
会　

男
子
個
人　
２
位
／
坂

口
生い

く
ま磨
、香
山
侑う
づ
き月　

同
大
会　

男
子
個

人 

５
位
／
鈴
木
唯ゆ
い
と斗
、大
和
朔さ
く
や也　
同
大

会　

男
子
団
体
戦
２
位
／
東
部
中
学
校

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部【
鈴
木
唯ゆ

い
と斗
、大
和

朔さ
く
や也
、坂
口
生い
く
ま磨
、香
山
侑う
づ
き月
、石
川
智と
も
ひ
ろ弘
、

石
灘
蒼そ

う
え
い瑛
、井
筒
源げ
ん
た太
、香
山
脩ゆ
う
ご冴
】　

第

43
回
東
海
中
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上

競
技　

男
子
２
年
１
０
０ｍ　
１
位
／
巻

口
周し

ゅ
う
へ
い
平　

同
大
会　

男
子
１
年
１
０
０ｍ　

３
位
／
片
桐
兜と

う
ま真　
第
67
回
全
日
本
中
学

校
通
信
陸
上
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　伊良湖港緑地公園で、鳥羽伊良湖アゲアゲ超感
謝祭が開催されました。ダンスやバンド演奏が行わ
れ、キッチンカーが並び、多くの来場者で賑わいま
した。恒例の伊良湖のアサリと鳥羽のカキの食べ
比べ対決では、アサリに軍配が上がりました。

鳥羽・伊良湖観光交流イベント
伊良湖のアサリが勝利！

3/20
［日］

　「第３１回花の国づくり共励会花き技術・経営コン
クール」で渡辺宏修氏・律子氏ご夫妻が農林水産
大臣賞を受賞し、表敬訪問しました。宏修氏は、「今
後は、ラズベリーなど実がなるものにも挑戦した
い」と抱負を述べました。

創意工夫の花き生産が評価
農林水産大臣賞を受賞

3/11
［金］

　田原文化会館で絵本「えんとつ町のプペル」ス

ライドショー＆手話歌ライブが行われました。手話

通訳付きのスライドショーや、5人組バンド「無限

ホープ」のリズミカルな手話歌が始まると、障害の

有無に関わらず誰もが楽しみました。

手話と音楽の共演
「観える音楽」で観客を魅了

3/19
［土］

　渥美文化会館で伊良湖温泉交流サミットを開催し、市内外から約200人が参加しました。講師の石井宏子氏は、伊良湖温泉を「やわらかい肌あたりで、ポカポカ温まり、体が軽くなるような温泉」と紹介しました。

温泉を核としたまちづくり伊良湖温泉配湯開始！
3/26
［土］

　国際ソロプチミスト豊橋ポート様から、青少年の
環境教育のため、谷ノ口公園に展望デッキが贈呈
されました。団体代表の鈴木会長は、「キャンプに
来た人や観光客、地元の人が感動してくれる場に
なってくれると嬉しい」と語りました。

太平洋を一望！
谷ノ口公園に展望デッキ贈呈

3/30
［水］

み

●第１０回日本武道振興会
　チャンピオンカップ決勝大会
（大阪府大阪市［2/２３］）
◎小学5年男子軽量の部
【結果】優勝

柳田凌央さん
（神戸小学校５年生） 

◎桜塾

りょお

●第105回日本陸上競技選手権大会・室内
競技2022日本室内陸上競技大阪大会
（大阪府大阪市［3/1２～13］）

【写真左】佐藤俐有さん（東部中学校３年生）

◎陸上競技部（U18女子60m）
【結果】3位入賞

【写真右】巻口周平さん（田原中学校2年生）

◎陸上競技部（U16男子60m）
【結果】5位入賞

り   あ

しゅうへい

竹中希羽さん
（衣笠小学校3年生） 

◎桜塾

の   わ

●カラテドリームフェスティバ
ル2021　全国大会
（大阪府大阪市［12/11］）
◎組手小学3年生女子軽量級

【結果】優勝

※学年はいずれも出場時 

　トヨタ自動車㈱陸上長距離部の西山選手が第

70回記念別府大分毎日マラソン大会に出場し、大

会新記録で優勝しました。パリ五輪代表選考レー

スの出場権を得た西山選手は「このタイムに満足

せず、もっと上を目指したい」と語りました。

トヨタ自動車㈱西山雄介選手
初マラソンで見事優勝！

3/25
［金］

山路を登りながら
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1001061 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp田原市民活動支援センター

投稿者大募集！
掲載内容　長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など（300文字程度の紹介文）※営利活動は不可
応募方法　掲載内容と住所・氏名・電話番号を記入の上、Eメールまたは郵送にて。応募多数の場合は、抽選で掲載。
応 募 先  広報秘書課☎22‐0138　 郵送→〒441-3492（住所不要）　Eメール→ koho@city.tahara.aichi.jp

くぬぎの会

　「くぬぎの会」は、平成５年に発足したボランティア団体です。子育て
の中に絵本を取り入れ、みんなで子育てを楽しみながら、子どもたち
と一緒に豊かな時間を過ごすための活動をしています。
　団体名には、くぬぎの木の蜜に虫たちが集まるように、子どもやお
母さんたちが絵本を中心に集い、心の栄養を得てもらえたらという思
いが込められています。

●活動内容～「おはなし会」と「おやこリズム」～
　「おはなし会」は、利用者の年齢に合わせて、未就園児を対象とした「こ
りすの部屋」と、幼児から小学校低学年までを対象とした「おはなしの部
屋」をそれぞれ開催しています。親子で楽しむことができる絵本の読み
聞かせ、人形劇、紙芝居、音楽に合わせた手遊びやパネルシアターなど
を行っています。読み聞かせでは、おすすめの絵本も紹介しています。
　「おやこリズム」では、子どもの運動神経と感覚の活性化のため、進
化の法則にそって考えられた「さくら、さくらんぼリズムあそび」を開催
しています。ピアノの曲に合わせて、しなやかに全身を使って体を動か
す遊びです。就園前の親子で参加でき、楽しくふれあいながら活動を
続けています。
　これらの活動の他、保育園や小学校などへも出かけ、出張おはなし
会を行っています。

●主な活動場所　
• おはなし会（こりすの部屋、おはなしの部屋）　田原市中央図書館
• おやこリズム　童浦市民館
※開催日時は、右のQRコードから、「子育てサークル」活動カ

レンダーをご覧ください

●「くぬぎの会」会員募集中！
　子どもが好きな方、絵本が好きな方や絵本に興味のある方ならどな
たでも会員になれます。読み聞かせや人形劇など、子どもやお母さん
たちのために一緒に活動しませんか。

投稿者 くぬぎの会
会長　田中恵美子　☎２２-2382

▲おはなし会で絵本の読み聞かせ

▲おはなし会で紙芝居

▲くぬぎの会のメンバーです！
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1001061 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp田原市民活動支援センター

市民活動支援センターをご利用ください！

【問い合わせ】　企画課協働係　☎23-3507　 kyoudou@city.tahara.aichi.jp

　「総合型地域スポーツクラブ」とは、幅広い世代の人々
が、各自の体力、興味関心や競技レベルに合わせて、さま
ざまなスポーツに親しむことのできる機会を提供する地域
密着型のスポーツクラブです。　
　文部科学省のスポーツ振興基本計画では、「全国各市町
村において少なくとも１つは総合型地域スポーツクラブを
育成する」としており、田原市では、平成２５年に総合型地域
スポーツクラブ「なのはなスポーツクラブ」が誕生しました。
　クラブの設立から５年間は、toto助成金（スポーツ振興く
じ助成金）を受けて成長し、現在は１３教室、２４会場でさま
ざまなスポーツ教室などを開催し、約６００人の会員が参加
しています。
　健康づくりのために何か始めたい方、みんなで楽しく運
動したい方なら誰でも会員になれます。詳しくは、ホーム
ページをご覧ください。

【事務局】なのはなスポーツクラブ（田原文化会館内）　
　　　　☎22-6063（大谷） ▲なのはなスポーツクラブHP

田原市総合型地域スポーツクラブ　なのはなスポーツクラブ

【主な業務】
○市民活動に関する相談対応
○情報誌、市ホームページ、フェイスブックなどでの市民活動に

関する情報の発信
○市民活動を担う人材育成のための講座およびイベントの開催
○市民活動団体への印刷機の貸出し（登録制）

【場所】　田原文化会館　フリースペース
【窓口開設日時】火・土曜日　正午～午後4時　　　
【運営団体】たはら市民活動応援隊

　市民活動団体の皆さん、参加者がなかなか集まらない、チラシを作りたいけど上手くできないなど、困った
ことはありませんか。
　これから市民活動やボランティアを始めてみようとお考えの皆さん、参加者がなかなか集まらない、どこで
どんな活動をしているか分からないなど、情報を集めるのに苦労したことはありませんか。
　そんなときは、田原市民活動支援センターが、広報のお手伝いや市民活動の紹介をさせていただきます。
　あなたの思いをカタチにして、田原市をもっと元気にしましょう！

▲かんたんエアロ教室の様子

▲かんたんヨガ教室の様子

連
載
コ
ー
ナ
ー

お
で
か
け
情
報

お
し
ら
せ

た
は
ら
ス
ナ
ッ
プ

こ
こ
見
て
！
た
は
ら

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
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※財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。

◦
委 
員

田
原
市
公
平
委
員
会
委
員

　
田
原
市
公
平
委
員
会
委
員
長
山
本
晴
樹
さ
ん

（
伊
良
湖
町
）の
任
期
が
満
了
し
ま
し
た
が
、
引

き
続
き
委
員
と
し
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３
月
31

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　
ま
た
、
公
平
委
員
会
委
員
長
に
加
子
幸
子
さ

ん（
加
治
町
）が
、
委
員
長
職
務
代
理
者
に
河
邉

禎
人
さ
ん（
野
田
町
）が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
さ
れ
ま

し
た
。　

◦
募 

集

統
計
調
査
員

対
象：
統
計
調
査
に
興
味
の
あ
る
方　

調
査
期

間：お
お
む
ね
２
カ
月
間（
う
ち
実
働
は
１
カ
月

程
度
）　
調
査
エ
リ
ア：市
内
の
指
定
す
る
範
囲

業
務
内
容：
①
調
査
対
象
を
訪
問
、
調
査
票
回

答
の
依
頼
②
調
査
票
の
回
収　
※
事
前
説
明
会

あ
り　
報
酬：
３
～
５
万
円
程
度（
統
計
調
査
に

よ
っ
て
異
な
る
）　
申
込
期
間：随
時　
そ
の
他：

登
録
者
へ
優
先
的
に
統
計
調
査
の
仕
事
を
紹
介

▼
総
務
課　
☎
23‐３
５
０
６

令
和
４
年
度
狩
猟
免
許
取

得
支
援
事
業
補
助
金

対
象
者：
狩
猟
免
許
の
試
験
に
合
格
し
、
本
市

で
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
活
動
を
行
う
意
思
の
あ
る

方　

補
助
対
象：
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
た
め

の
講
習
会
受
講
に
要
し
た
額　

期
日：
狩
猟
免

許
取
得
日
か
ら
30
日
以
内
ま
た
は
令
和
５
年
３

月
31
日
の
い
ず
れ
か
早
い
方（
予
算
に
達
し
次

第
、
受
付
終
了
）　
補
助
額：上
限
７
０
０
０
円

申
込：
農
政
課
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
直
接
提
出

▼
農
政
課　
☎
27‐７
２
７
５

田
原
市
野
菜
ソ
ム
リ
エ
育

成
支
援
事
業
補
助
金

対
象：
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す
方　

①

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方　
②
市
税
の
滞

納
が
な
い
方　
③
４
月
１
日
以
降
に（
一
社
）野

菜
ソ
ム
リ
エ
協
会
が
認
定
す
る「
野
菜
ソ
ム
リ

エ
プ
ロ
」お
よ
び「
野
菜
ソ
ム
リ
エ
」の
資
格
を

取
得
し
た
方　
④
田
原
市
野
菜
ソ
ム
リ
エ
組
織

「
ベ
ジ
エ
ー
ル
渥
美
」に
加
入
し
て
い
る
方

補
助
額：
上
限
５
万
円（
１
名
に
つ
き
１
回
）　

定
員：
１
名（
先
着
順
）

▼
農
政
課　
☎
23‐３
５
１
７

田
原
市
民
ま
つ
り
実
行
委

員
会
委
員

対
象：
18
～
45
歳
の
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方　

勤
務
内
容：
年
６
回
程
度
の
会
議
出
席

／
田
原
市
民
ま
つ
り
の
企
画
・
運
営　

募
集
人

員：
若
干
名　

採
用
期
間：６
月
中
旬
～
令
和
５

年
３
月
31
日　
報
酬：無
償　
選
考
方
法：
書
類

選
考　
申
込
締
切：６
月
６
日（
月
）

▼
商
工
観
光
課　
☎
27‐７
３
３
１

先
端
農
業
・バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー「
東
海
地
域
の
６
次
産
業
化
推

進
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」受
講
生

対
象：
高
校
卒
業
程
度
の
学
歴
を
有
し
、
ｅイ
ー

‐

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
受
講
可
能
な
方　

期
間：
９
月

～
令
和
５
年
１
月　

場
所：
豊
橋
技
術
科
学
大

学
他　

内
容：
教
室
講
義
と
視
察
を
土
曜
日
中

心
に
実
施
。
そ
の
他
の
講
義
は
、
ｅ
‐
ラ
ー
ニ

ン
グ
で
受
講
／
修
了
後
は
、
国
家
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
検
定「
６
次
産
業
化
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー（
食P

プ

ロ

ro.

）」レ
ベ
ル
３
に
申
請
可
能　

定

員：
15
名　

受
講
料：
３
万
円
～　

申
込
期
間：

４
月
28
日（
木
）～
６
月
10
日（
金
）

▼
豊
橋
技
術
科
学
大
学　
先
端
農
業
・
バ
イ
オ

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

　
☎（
０
５
３
２
）44‐６
６
５
５

山
やま も と は る き

本晴樹さん
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◦
生 
活

渥
美
資
源
化
セ
ン
タ
ー
で
も

軽
ト
ラ
ッ
ク
を
貸
し
出
し
ま
す

　
　
　
　
　

　

東
部
資
源
化
セ
ン
タ
ー
に
加
え
、
渥
美
資
源

化
セ
ン
タ
ー
で
も
貸
し
出
し
を
始
め
ま
し
た
。

貸
出
期
間：
半
日（
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午

後
１
時
～
４
時
30
分
）※
予
約
受
付
時
か
ら
貸

し
出
し
終
了
ま
で
は
、
次
の
予
約
は
で
き
ま

せ
ん　

費
用：
１
回（
半
日
）の
使
用
に
つ
き
、

２
０
０
円（
保
険
料
負
担
分
）、　

走
行
距
離
10

㎞
ご
と
、
１
０
０
円（
ガ
ソ
リ
ン
負
担
分
）※
10

㎞
に
満
た
な
い
部
分
は
10
㎞
と
み
な
し
ま
す

申
込：渥
美
資
源
化
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し
、
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。（
電
話
も
し
く
は
窓
口
な
ど
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
渥
美
資
源
化
セ
ン
タ
ー　
☎
32‐３
３
２
２

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」更
新
手

続
き

　
　
　

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」は
、
今
後
10
年
間
の
地

域
農
業
の
目
指
す
べ
き
姿
を
考
え
、
地
域
の
合

意
な
ど
を
経
て
定
期
的
に
更
新
し
ま
す
。
国
の

補
助
事
業
な
ど
を
活
用
す
る
た
め
プ
ラ
ン
へ
の

掲
載
を
希
望
す
る
方
は
、手
続
き
が
必
要
で
す
。

対
象：市
内
在
住
の
農
業
者　
内
容：ア
ン
ケ
ー

ト
の
記
入
、
今
後
５
年
間
の
経
営
計
画
作
成
な

ど　
申
込：6
月
30
日（
木
）ま
で
に
提
出

▼
農
政
課　
☎
23‐３
５
１
７

短
期
労
働
力
を
求
め
る
農

業
経
営
者
の
求
人
を
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す

対
象：繁
忙
期
に
労
働
力
を
確
保
し
た
い
市
内

の
農
業
経
営
者
な
ど　
内
容：地
域
相
談
室
が

求
職
者
に
対
し
、
短
期
労
働（
就
労
期
間
１
カ

月
以
内
）の
情
報
を
提
供
し
、
農
業
経
営
者
に

求
職
者
を
紹
介
し
ま
す　
情
報
提
供
の
申
込：

地
域
職
業
相
談
室（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
）

に
あ
る
申
込
書（
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）に
求
人
情
報
な
ど
を
記
入
の
上
、
提
出

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
地
域
職
業
相
談
室　
☎
24‐０
０
５
０

▼
商
工
観
光
課　
☎
27‐７
３
３
１

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支

払
交
付
金
制
度
の
受
付

対
象
取
組：
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ（
緑
肥
な
ど
）の

作
付
け
、
堆
肥
の
施
用
、
有
機
農
業
な
ど　

持
ち
物：
交
付
金
振
り
込
み
先
の
通
帳
、
作
付

圃
場
が
分
か
る
一
覧
表　
申
込
締
切：６
月
17
日

（
金
）　

そ
の
他：
新
規
申
請
の
方
は
事
前
相
談

を
し
て
く
だ
さ
い

▼
農
政
課　
☎
27‐７
２
７
５

経
営
所
得
安
定
対
策
事
業

の
受
付

内
容：
主
食
用
米
以
外
へ
転
換
す
る
取
り
組
み

に
対
し
て
支
援　

対
象：
水
田
で
主
食
用
米
以

外
の
作
物
を
生
産
す
る
販
売
農
家　

受
付
期

間：
５
月
２
日（
月
）～
６
月
17
日（
金
）　

持
ち

物：交
付
金
振
込
先
の
通
帳

▼
農
政
課　
☎
27‐７
２
７
５

松
く
い
虫
防
除
の
た
め
の

薬
剤
空
中
散
布

実
施
予
定
日
時：
５
月
24
日（
火
）午
前
５
時
～

10
時
頃　
※
雨
天
、
強
風
な
ど
の
場
合
は
延
期

場
所：
中
山
町
他（
伊
勢
湾
側
の
保
安
林
）　

面

積：
１
６
０
ha　
実
施
主
体：愛
知
県　

▼
東
三
河
農
林
水
産
事
務
所
林
務
課

　
☎（
０
５
３
２
）35‐６
１
７
６

ゴ
ー
ヤ
の
種
を
無
料
配
布
し

ま
す
！

　
　

対
象：「
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言（
※
）」の

登
録
者（
登
録
は
随
時
受
付
中
）で
、
市
内
の
住

宅
や
事
業
所
に
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
設
置
さ
れ
る

方　
配
布
数：50
袋　
配
布
期
間：
～
５
月
31
日

（
火
）　
配
布
場
所：市
環
境
政
策
課

▼
環
境
政
策
課　
☎
23‐７
４
０
１

教
員
免
許
状
を
お
持
ち
の
方
は

教
員
免
許
の
更
新
が
必
要
で
す 

　
　

　
現
在
、
教
員
免
許
は
更
新
制
で
す
。
教
壇
に

立
つ
見
込
み
の
あ
る
方
は
、
生
年
月
日
や
免
許

状
に
応
じ
て
修
了
確
認
が
必
要
で
す
。

▼
愛
知
県
教
育
委
員
会
教
職
員
課

　
☎（
０
５
２
）９
５
４‐６
７
７
２連

載
コ
ー
ナ
ー

お
で
か
け
情
報

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

た
は
ら
ス
ナ
ッ
プ

こ
こ
見
て
！
た
は
ら

お
し
ら
せ
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大
規
模
な
土
地
取
引
は
届

け
出
が
必
要
で
す

　
一
定
面
積
以
上
の
ま
と
ま
っ
た
土
地
取
引
を

行
う
場
合
に
は
、
国
土
利
用
計
画
法
や
公
有
地

の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
面

積
な
ど
に
応
じ
て
届
け
出
が
必
要
で
す
。

▪
契
約
前
に
必
要
な
届
け
出

対
象：市
街
化
区
域
に
属
す
る
５
０
０
０
㎡
以
上

の
土
地
取
引
に
際
し
、
土
地
を
譲
り
渡
そ
う
と

す
る
人　
届
け
出
時
期：土
地
売
買
契
約
を
行
う

前（
一
定
期
間
契
約
行
為
が
制
限
さ
れ
ま
す
）

▪
契
約
後
に
必
要
な
届
け
出

対
象：
市
街
化
区
域
に
属
す
る
２
０
０
０
㎡
以

上
の
土
地
ま
た
は
市
街
化
調
整
区
域
に
属
す
る

５
０
０
０
㎡
以
上
の
土
地
取
引
に
際
し
、
土
地

を
譲
り
受
け
た
人　

届
け
出
時
期：
土
地
売
買

契
約
日
を
含
め
２
週
間
以
内

▼
街
づ
く
り
推
進
課　
☎
23‐３
５
３
５

大
規
模
な
開
発
行
為
は
事

前
協
議
が
必
要
で
す

　

本
市
で
は
、
土
地
の
秩
序
あ
る
利
用
と
保
全

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
田
原
市
土
地
開

発
行
為
に
関
す
る
指
導
要
綱
」を
定
め
て
い
ま

す
。
市
内
で
開
発
行
為（
※
）を
行
う
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
市
と
の
協
議
が
必
要
で
す
。

※
開
発
行
為
：
住
宅
用
地
、
工
場
用
地
、
ゴ
ル

フ
場
用
地
、
太
陽
光
発
電
施
設
用
地
な
ど
の

造
成
、
土
石
の
採
取
、
鉱
物
の
採
掘
、
水

面
の
埋
め
立
て
ま
た
は
干
拓
、
し
ゅ
ん
せ
つ
、

廃
棄
物
の
埋
め
立
て
、
そ
の
他
土
地
の
区
画

形
質
の
変
更

対
象：
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
開
発
区
域

面
積
が
３
０
０
０
㎡
以
上
１
万
㎡
以
下
の
開
発

行
為（
１
万
㎡
を
超
え
る
場
合
は
、「
愛
知
県
土

地
開
発
行
為
に
関
す
る
指
導
要
綱
」の
対
象
）

▼
街
づ
く
り
推
進
課　
☎
23‐３
５
３
５

地
区
計
画
区
域
内
で
の
行

為
な
ど
の
届
け
出

　

地
区
の
特
性
に
ふ
さ
わ
し
い
態
様
を
備
え
た

良
好
な
居
住
環
境
を
実
現
す
る
た
め
、
道
路
、

公
園
な
ど
の
配
置
や
建
築
物
の
用
途
や
形
態
な

ど
に
関
す
る
ル
ー
ル
で
あ
る
地
区
計
画
を
、
以

下
の
地
域
で
指
定
し
て
い
ま
す
。

指
定
地
域：「
田
原
木
綿
畑
」「
田
原
片
西
」「
シ
ー

サ
イ
ド
田
原
光
崎
」「
臨
海
田
原
1
区
」「
田
原
浦

鬼
塚
内
陸
企
業
団
地
」「
田
原
浦
片
」「
大
久
保
団

地
」「
田
原
赤
羽
根
」

届
け
出：
地
区
計

画
の
区
域
内
で
、

土
地
の
区
画
形

質
の
変
更
、
建

築
物
の
建
築
な

ど
を
行
う
場
合

は
、
着
手
日
の

30
日
前
ま
で
に

届
け
出
が
必
要

で
す
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課　
☎
23‐３
５
３
５

※財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。

田原警察署だより
▶田原警察署　☎23-0110

■海・川・山は見た目では危険がわからない！
　気温の上昇とともに
海、川、山でのアウトドア
レジャーが盛んになっ
てきます。アウトドアレ
ジャーは楽しみがある
半面、自然ならではの危険もあるので、注意して行
動しましょう。
◦水難事故防止のポイント
　魚釣りなどをする際は、必ずライフジャケットを着
用しましょう。海や川の水流の激しい場所や、深み
のある場所は見た目では判断しにくいので、お子さ
んから目を離さないようにしてください。
                                                                                                                       

≫田原市の
　データ

※（  ）内の数字は
2022年の累計

交通事故
発生件数

窃盗犯罪
発生件数

火災・救急
件数

3月

●人身13件（40件）
●負傷17人（52人）
●死亡0人（0人）
●物損99件（277件）

●侵入盗1件（6件）
●乗物盗1件（2件）
●非侵入盗4件（22件）

●火災3件（6件）
●救急201件（602件）
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屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
早
朝

開
放
し
て
い
ま
す

内
容：
施
設
の
有
効
活
用
の
一
環
と
し
て
、
一

部
の
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
早
朝
開
放
を
実
施

開
放
時
間：
午
前
６
時
～
９
時　

開
放
施
設：

【
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
】中
央
公
園
・
滝
頭
公
園
・
渥

美
運
動
公
園【
野
球
場
】滝
頭
公
園
・
緑
が
浜
運

動
公
園
・
渥
美
運
動
公
園【
多
目
的
広
場
】中
央

公
園
・
滝
頭
公
園
・
緑
が
浜
運
動
公
園
・
赤
羽

根
文
化
広
場
・
渥
美
運
動
公
園　

開
放
期
間：

～
10
月
30
日（
日
）／
原
則
、
火
～
日
曜
日（
赤

羽
根
文
化
広
場
は
水
～
日
曜
日
）　
使
用
料：各

施
設
の
規
定
の
使
用
料　

申
込：
各
施
設
の
窓

口
で
直
接（
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
は
不
可
）

▼
生
涯
学
習
課　
☎
22‐６
０
６
１

渥
美
半
島
ア
ク
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク

　

自
粛
生
活
の
中
で
運
動
不
足
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
家
族
で
何
か
に
挑
戦
し
た
り
、
競
争
し
た

り
し
て
、
み
ん
な
で
楽
し
く
汗
を
か
い
て
、
健

康
な
体
づ
く
り
の
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間：【
第
１
回
】５
月
30
日（
月
）～
６
月
３

日（
金
）／【
第
２
回
】11
月
14
日（
月
）～
18
日（
金
）

▼
学
校
教
育
課　
☎
23‐３
６
７
９

県
立
・
市
立
特
別
支
援
学
校
説
明
会

お
よ
び
体
験
入
学

申
込：直
接
、
各
学
校
へ
電
話
に
て（
体
験
入
学

以
外
の
日
で
も
応
相
談
）

▪
豊
橋
特
別
支
援
学
校　
（
豊
橋
市
西
口
町
）

　
☎（
０
５
３
２
）61‐８
１
１
８

期
日：【
小
・
中
学
部
】［
体
験
入
学
］６
月
３
日

（
金
）、
９
月
16
日（
金
）　 

対
象：手
足
の
不
自

由
な
お
子
さ
ん

▪
豊
橋
特
別
支
援
学
校
高
等
部
分
教
室「
潮
風
教

室
」（
田
原
市
古
田
町
）☎
32‐０
１
３
４

期
日：【
高
等
部
】［
説
明
会
］10
月
22
日（
土
）　

対
象：知
的
な
発
達
の
遅
れ
の
あ
る
中
学
生（
渥

美
・
赤
羽
根
地
区
）

▪
豊
橋
市
立
く
す
の
き
特
別
支
援
学
校　
（
豊
橋

市
野
依
町
）☎（
０
５
３
２
）29‐７
６
６
０

期
日：【
小
学
部
】［
説
明
会
］６
月
９
日（
木
）［
体

験
入
学
］７
月
21
日（
木
）、
９
月
６
日（
火
）【
中

学
部
】［
説
明
会
］５
月
26
日（
木
）［
体
験
入
学
］

６
月
７
日（
火
）、
９
日（
木
）、
14
日（
火
）、
16

日（
木
）　

対
象：
知
的
な
発
達
の
遅
れ
の
あ
る

お
子
さ
ん　
【
高
等
部
産
業
科
】［
説
明
会
］５
月

25
日（
水
）［
体
験
入
学
］10
月
５
日（
水
）　

対

象：障
害
の
程
度
が
比
較
的
軽
度
の
中
学
生

▪
豊
川
特
別
支
援
学
校（
豊
川
市
平
尾
町
）

　
☎（
０
５
３
３
）88‐２
５
５
３

期
日：【
高
等
部
】［
説
明
会
］５
月
26
日（
木
）、

６
月
１
日（
水
）　

対
象：
知
的
な
発
達
の
遅
れ

の
あ
る
中
学
生（
田
原
地
区
）

▪
豊
川
特
別
支
援
学
校
本
宮
校
舎（
豊
川
市
大

木
町
）　
☎（
０
５
３
３
）93‐０
５
１
５

期
日：【
高
等
部
普
通
科
】［
説
明
会
］５
月
17
日

（
火
）［
体
験
入
学
］９
月
12
日（
月
）、26
日（
月
）、

10
月
24
日（
月
）、
31
日（
月
）　

対
象：
障
害
の

程
度
が
比
較
的
軽
度
の
中
学
生

▪
豊
橋
聾
学
校
　（
豊
橋
市
草
間
町
）

　
☎（
０
５
３
２
）45‐２
０
４
９

　

（
０
５
３
２
）47‐７
５
４
５

期
日：【
高
等
部
】［
説
明
会
］６
月
16
日（
木
）　

対
象：耳
の
不
自
由
な
お
子
さ
ん

▪
大
府
特
別
支
援
学
校　
（
大
府
市
森
岡
町
）

　
☎（
０
５
６
２
）48‐５
３
１
１

期
日：【
小
・
中
・
高
等
部
】［
説
明
会
］７
月
13

日（
水
）、
10
月
25
日（
火
）　

対
象：
病
気
で
療

養
し
て
い
る
お
子
さ
ん

▼
学
校
教
育
課　
☎
23‐３
６
７
９

田
原
市
地
域
職
業
相
談
室

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
橋
・田
原
）

　

田
原
市
地
域
職
業
相
談
室
で
は
、
仕
事
を

探
し
て
い
る
方
へ
の
職
業
相

談
・
紹
介
お
よ
び
人
材
を
募

集
す
る
事
業
者
の
求
人
受
付

を
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

場
所：田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階

▪
新
規
職
業
相
談
・
紹
介

▪
月
～
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

▪
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

▪
求
人
受
付（
事
業
者
対
象
）

▪
毎
月
第
２
水
曜
日

▪
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時　

▼
地
域
職
業
相
談
室　
☎
24‐０
０
５
０

連
載
コ
ー
ナ
ー

お
で
か
け
情
報

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

た
は
ら
ス
ナ
ッ
プ

こ
こ
見
て
！
た
は
ら

お
し
ら
せ
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※市役所への郵送は【〒441-3492　住所不要】



水
道
週
間　

６
月
１
日（
水
）～
７
日（
火
）

　
「
大
切
な
　
水
と
一
緒
に
　
暮
ら
す
日
々
」　

　

水
道
週
間
は
、
水
道
の
現
状
や
課
題
に
つ

い
て
理
解
と
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
水
の
缶
詰「
あ
い
ち
の
水
」の
無

料
配
布
を
行
い
ま
す
。

期
日：６
月
１
日（
水
）～
な
く
な
り
次
第
終
了　

配
布
場
所：
水
道
課
お
よ
び
渥
美
支
所
、
赤
羽

根
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
水
道
課　
☎
23‐３
５
３
２

給
水
・
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
新

規
追
加

　

給
水
工
事
は
、「
田
原
市
指
定
給
水
装
置
工

事
店
」へ
、下
水
道
な
ど
に
接
続
す
る
場
合
は「
田

原
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」へ
必
ず
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▪
新
規
追
加
指
定
工
事
店

▪
㈲
打
桐
設
備
工
業　
（
新
城
市
市
場
台
１
丁
目
）

　
☎（
０
５
３
６
）23‐０
２
８
７

▪
河
合
管
工（
西
神
戸
町
長
塚
）※
給
水
装
置
指

定
工
事
店
は
登
録
済

　
☎
36‐６
１
２
１

▼
水
道
課　
☎
23‐３
５
３
２

▼
下
水
道
課　
☎
23‐３
５
２
５

下
水
道
を
正
し
く
使
い
ま

し
ょ
う

▪
下
水
道
接
続
に
ご
協
力
を
！

　

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
家
庭
な
ど
か
ら
出

る
生
活
排
水
を
き
れ
い
に
し
て
川
や
海
に
戻

し
、
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
と
共
に
、

海
や
川
を
汚
染
か
ら
守
る
た
め
の
大
切
な
施

設
で
す
。

　

下
水
道
を
使
え
る
区
域
で
ま
だ
接
続
を
し
て

い
な
い
方
は
、
接
続
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▪
異
物
を
流
さ
な
い
で
！

　

下
水
道
施
設
へ
異
物
が
流
入
す
る
と
、
排
水

管
の
詰
ま
り
や
故
障
の
原
因
に
な
り
、
適
切

な
汚
水
処
理
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
ト
イ
レ
に
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も

の
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
下
水
道
課　
☎
23‐３
５
２
５

精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
日

（
予
約
制
）

対
象：
こ
こ
ろ
の
健
康
が
心
配
な
方
や
、
こ
こ

ろ
の
病
気
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
、
ま
た
は
そ

の
家
族（
精
神
科
や
診
療
内
科
に
通
院
し
て
い

な
い
方
）　
日
時：５
月
19
日（
木
）午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　

場
所：
豊
川
保
健
所
田
原
保

健
分
室（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）　

内
容：
精

神
科
医
師
に
よ
る
相
談　

参
加
料：
無
料　

定

員：３
名（
先
着
順
）　
申
込：電
話
に
て

▼
豊
川
保
健
所　
☎（
０
５
３
３
）86‐３
６
２
６

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

情
報
伝
達
訓
練

　

地
震
や
津
波
・
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
に
備

え
て
訓
練
を
行
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
で
は
、
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
※
）に
よ

り
全
国
に
配
信
さ
れ
た
訓
練
情
報
を
、
市
防
災

無
線
か
ら
放
送
し
ま
す
。

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻

撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
国
か
ら
人
工
衛
星

な
ど
を
通
じ
て
瞬
時
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム

日
時：５
月
18
日（
水
）午
前
11
時
ご
ろ 

放
送
内
容
：【
上
り
チ
ャ
イ
ム
】「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」（
繰
り
返
し
３
回
）「
こ
ち

ら
は
、
広
報
た
は
ら
で
す
」【
下
り
チ
ャ
イ
ム
】

▼
防
災
対
策
課　
☎
23‐３
５
４
８

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設 

　
　

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す
。
隣

近
所
の
も
め
ご
と
、
差
別
や
名
誉
棄
損
、
体
罰

や
い
じ
め
、
職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
、
Ｄ
Ｖ
な
ど

の
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日
時：
６
月
１
日（
水
）午
後
１
時
～
４
時　

場

所：
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階　

相
談
室　

費

用：無
料

▼
地
域
福
祉
課　
☎
23‐３
５
１
２

外
がいこくじんじゅうみん

国人住民のための日
に ほ ん ご き ょ う し つ

本語教室があります
誰
だれ

でも日
に ほ ん ご

本語を勉
べんきょう

強できる所
ところ

です。
▪田

たはらきょうしつ
原教室（田

た は ら ぶ ん か か い か ん
原文化会館）　※オンライン教

きょうしつ
室もあります

　毎
まいしゅうきんようび

週金曜日　19：30 ～ 21：00
　毎

まいしゅうにちようび
週日曜日　10：00 ～ 11：30

▪渥
あつみきょうしつ

美教室（福
ふ く え し み ん か ん

江市民館）　
　毎

まいしゅうもくようび
週木曜日　19：30 ～ 21：00

※外
がいこくじんぎのうじっしゅうせい

国人技能実習生の雇
こ よ う ぬ し

用主の方
かた

やお知
し

り合
あ

いに
外
がいこくじん

国人住
じゅうみん

民がいる方
かた

は、教
きょうしつ

室のことをぜひ教
おし

え
てあげてください。

▪問
と

い合
あ

わせ先
さき

　NPO 法
ほうじん

人たはら国
こくさいこうりゅうきょうかい

際交流協会　☎ 22-2622
▶広

こ う ほ う ひ し ょ か
報秘書課　☎ 22-0138

▲給水

▲排水
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寄
付

　
　

　

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
3
月
1
日
、
株
式
会
社
田
原
観
光
情
報
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役　

鈴
木
喜
玄
様

か
ら
図
書
館
に
教
育
活
動
充
実
の
た
め
書
籍

59
冊

▼
３
月
15
日
、
公
益
財
団
法
人
崋
山
会
理
事
長

鈴
木
愿
様
か
ら
教
育
振
興
の
た
め
、
田
原
中

部
小
学
校
へ
渡
辺
崋
山
没
後
１
８
０
年
記
念

Ｄ
Ｖ
Ｄ
１
３
２
枚
、
八
勿
の
訓
戒
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
１
３
２
枚

▼
３
月
15
日
、
崋
山
神
社
奉
賛
会
会
長　
山
田

俊
郎
様
か
ら
教
育
環
境
の
充
実
の
た
め
、
田

原
中
部
小
学
校
へ
立
志
背
景
幕
１
枚

▼
３
月
18
日
、
由
本
裕
貴
様
か
ら
地
域
の
歴
史

と
文
化
、
教
育
振
興
の
た
め
、
市
内
各
中

学
校
へ
書
籍
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　便利な土曜日の時間外窓口をご利用ください。また、電話予約による証明書の時間外交付も行っています。

開庁時間外にも各種証明書が受け取れます

開設日時 毎週土曜日（年末年始を除く）
午前８時30分～午後０時30分

取扱業務

◦各種証明書の交付
　住民票の写し、印鑑登録証明書、
　戸（除）籍謄抄本など
◦マイナンバーカードの交付
◦マイナンバーカードの電子証明書の更新
◦印鑑登録
◦戸籍届書受付

▪時間外窓口　市民課（南庁舎１階） ◦お問い合わせ◦

▪電話予約による証明書の時間外交付について
　前日または当日の受付時間内に電話で事前予約いただければ、平日の
時間外や土・日曜日、祝日に、各種証明書を受け取ることができます。ぜ
ひご利用ください。

交付できる証明書など▲ 市民課＝住民票の写し（マイナンバー・住民票コードの記載のあるもの
を除く）、印鑑登録証明書（予約時に登録証の番号をお聞きします）▲ 税務課＝納税証明書（軽自動車税を除く）、所得証明書、課税証明
書、評価証明書、所有証明書▲ 渥美支所市民生活課＝住民票の写し（マイナンバー・住民票コードの
記載のあるものを除く）、印鑑登録証明書（予約時に登録証の番号をお
聞きします）、納税証明書（軽自動車税を除く）、所得証明書、課税証明
書、評価証明書、所有証明書

電話予約・受け取りができる方▲ 住民票の写し＝本人または同一世帯の方▲ 印鑑登録証明書＝本人またはその代理人▲ 税務関係証明書＝本人または同一世帯の親族の方

電話による予約の受付時間
月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分
※祝日・年末年始を除く
交付場所
市役所宿直室（北庁舎１階）
渥美文化会館（農村環境改善センター事務室）
交付時間
年末年始を除く、以下の時間で交付します。◦

月～金曜日　午後５時30分～７時◦

土・日曜日、祝日　午前８時30分～午後５時
※渥美文化会館（農村環境改善センター事務室）
は土・日曜日、祝日のみ

交付のときに必要なもの◦

受取人本人であることが確認できるもの
（運転免許証、マイナンバーカード、パスポート、
住基カード［写真付き］など）◦

印鑑登録証明書の場合は、印鑑登録証◦

手数料

時間外窓口について

▼ 市民課 ☎23-3511
電話予約による証明書の時間外交付について

▼ 市民課 ☎23-3511

▼ 税務課 ☎23-3509

▼ 渥美支所市民生活課 ☎33-1112
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◀市ＨＰ

今月の納税・使用料
納期限：5月31日（火）　固定資産税・都市計画税（全期・１期）、軽自動車税（全期）、国民健
康保険税（過随２期）、市営住宅使用料・保育料（５月分）、後期高齢者医療保険料（随３期）、
し尿汲取手数料（３・４月分）

暮らしの備忘録は、保険年金や税・子育てなどの情報で期
限があるものや更新が必要な内容などを掲載しています。
忘れないように確認しましょう！

連
載
コ
ー
ナ
ー

お
で
か
け
情
報

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

た
は
ら
ス
ナ
ッ
プ

こ
こ
見
て
！
た
は
ら

お
し
ら
せ

広報たはら  令和4年5月│    │19

※市役所への郵送は【〒441-3492　住所不要】



◀市HP
（児童クラブ）

◀市HP
（放課後子ども教室）

キッズ向けイベント 対 

象 乳児（0～2歳児）
幼児（3～5歳児）
小学生

未就園児
予約 要予約

※掲載したイベントなどは、中止、または延期する場合があります

イベント名 内容/対象 日付 時間 場所/問い合わせ
チャレンジ UFOキャッチャーを作ろう！/ 以上 5/1日～29日 10：00～17：00

児童センター
☎23-4761工作 紙にステッチして紙刺しゅうを楽しもう

/ 以上　参加費：10円 5/18水～29日
平日 15：00～
16：00、土日祝
13:30～15:00

おはなし会
絵本の読み聞かせや手遊び
中央/
赤羽根・渥美/

中央：5/4水・ 、
11水、18水
赤羽根：5/7土、15日
渥美：5/7土、14土、
28土

10：30～
（中央のみ5/18水
11：00～もあり）

中央図書館
赤羽根図書館
渥美図書館

子ども工作教室
こいのぼり/ 各日先着100名 5/3火・ 、5木・

10：00～ サンテパルクたはら
☎25-1234びゅんびゅんごまで遊ぼう/ 先着100名 5/29日

セルフ工作 くるくるフラワー/ ～6/29水 9：00～17：00

親子で農産物
収穫体験＆料理教室
予約

ジャガイモ、ニンジンの収穫体験、採れた
て野菜を使った料理教室
定員：10組（先着順）　参加費：1組1,500円
申込：サンテパルクたはらへ直接、電話にて　
持ち物：軍手、エプロン、三角巾、野菜を入れ
る袋

5/29日 10:00～

場所：サンテパルク
たはら体験工房
申込：サンテパルクた
はら　☎25-1234
農政課　☎23-3517

イベント名 内容/対象 日付 時間 場所/問い合わせ

親子リトミック 予約 音楽に合わせて親子で体を動かそう/
と保護者 5/27金 10：30～、11：10～ 児童センター

☎23-4761

母乳相談 妊産婦や卒乳を考えている方

5/2月（あつみラ
イフランド）
5/13金、20金

（すくっと）

9：30～10：30

あつみライフランド
☎33-0386
すくっと
☎23-1510

赤ちゃんサロン 0歳児と保護者

5/10火 童浦・中
部校区
5/16月 六連・神
戸・大草・東部校区
5/17火 衣笠・南
部・野田・高松・赤羽
根・若戸校区
5/24火 福江中学
校区・泉校区

9：50～11：30

5/10火、16月、17火
すくっと
☎23-1510

5/24火
あつみライフランド
☎33-0386

子育てファミリー向けイベント

夏休み児童クラブ・放課後子ども教室利用者募集
対象：市内の小学校に通う１～６年生までの児童（児童クラブは保護者が就労などの理由で昼
間家庭にいない児童）
申込：5月31日（火）までに、生涯学習課およびクラブ・教室で配布する申込書類に必要事項を
記入の上、生涯学習課、赤羽根市民センター、渥美支所市民生活課へ直接提出
その他：①定員を超えた場合は、学年の低い順または家庭内での保護の困難性の高い順に参
加を認めます。場合によっては、待機となることがあります。②詳しくは、４月下旬に小学校を通
して配布した応募要項をご覧ください。
▶生涯学習課　☎23-3635
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すくっとへ行こっと！
▶親子交流館  ☎23‐1510
休館日：毎週水曜日（祝日の場合は翌木曜日）▶農業公園管理事務所  ☎25‐1234

子育て支援センター　▶子育て支援課　☎23‐3513

◦子育て施設のお問い合わせ・子育てサークルの情報

◆開館時間：10：00～12：00、13：00～17：00
※休館日：月・火曜日
◆対象：０～１８歳未満の児童（小学校入学前の乳幼

児は保護者の付き添いが必要）

田原児童センター　☎23‐4761

子育て中のママやパパの情報交換の場
「子育てサークル」の活動カレンダーを
配信しています。育児仲間探しに、ぜひ
ご活用ください。

子育てサークル　▶親子交流館　☎23‐1510

◆対象：おおむね3歳
までの乳幼児とそ
の保護者

◆利用方法：予約不要
◆出張子育てひろば：

泉市民館（金曜日
9：30～11：00）

※開催のない週もあ
ります

さくらルーム（親子交流館すくっと内）	 ☎23-1510
◆開放日：水曜・年末年始を除く毎日（水曜が祝日の場合は

翌平日を除く）
◆時間：9：00～12：00、13：00～16：00

なのはなルーム（伊良湖岬保育園内）	 ☎38-0760
こがめルーム（あかばねこども園内）	 ☎45-2416
◆開放日：月～金曜日（祝日・お盆・年末年始を除く）
　※なのはなルームは、奇数月第3木曜午後も除く
◆時間：9：30～12：00、13：00～15：30

共通事項

※写真はイメージです
※詳しくはHP・インスタグラムをご覧ください

◀サンテパルクたはらHP

いろいろな体験教室を開催しています！
アイシングクッキー教室
開催日：5/22日
内　容：ケロちゃんクッキー
体験料：1,500円
パン教室
開催日：5/28土
内容：お楽しみパン
体験料：1,000円
子ども工作教室（先着100名）
開催日：5/29日
内容：びゅんびゅんゴマで
　　 遊ぼう

じいじ、ばあばとすくっとをご利用ください
　共働き家庭の増加に伴い、仕事と育児の両立に悩みを
抱えているパパやママが増えています。その姿を見て「何
か手助けができないか」と思う祖父母の方も多いのでは
ないでしょうか。
　そんな時にお勧めしたいのが、お孫さんとすくっとへお
越しいただくことです。全天候型の屋内遊具があり、多く
の祖父母世代の皆さんがお孫さんを連れて遊びに来て
います。
　すくっとでは、じいじ、ばあば
の子育て参加を応援していま
す。子育て講座や折り紙の体験
会など、一緒に参加できるイベ
ントも開催していますので、ぜ
ひお孫さんとご利用ください。

▲すくっと
　インスタグラム

▲サンテパルクたはら
　インスタグラム

イベント名 内容/対象 日付 時間 場所/問い合わせ

キッズサロン 予約 ボールで遊ぼう/1～3歳児と保護者 5/12木 10：00～11：00

さくらルーム（すくっと）
☎23-1510

さくらルーム
誕生会

お誕生日会/5月生まれの1～3歳児と保
護者 5/30月 10：00～10：30

おとうさんと
あそぼう！ 予約 おもちゃで遊ぼう/1歳半～3歳児と保護者 6/4土 10:00～11:00

子育て講座 予約

家でもできる脳を育てる遊びのコツ/0～
3歳児と保護者 5/19木 10：00～11：00

こんな時どうする？「救急法」/0～3歳児と
保護者 6/7火 10:00～11:00 なのはなルーム（伊良

湖岬保育園）
☎38-0760なのはなルーム

誕生会 予約 お誕生日会/0～3歳児と保護者 5/31火 11：00～11：30

妊婦さんのための
おっぱいクラス 予約 妊娠5カ月以降の妊婦さん 5/24火 9：30～11：30

すくっと
☎23-1510パパのための

出産準備クラス 予約 初めてパパになる方および妊婦さん 5/28土 9：30～12：00

子育てファミリー向けイベント ◀予約が必要ななのはな
　ルームの講座申込

◀予約が必要な
　すくっとの講座申込
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中央図書館 ☎23‐4946
赤羽根図書館 ☎45‐3426
渥美図書館 ☎33‐1114
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文化財課（博物館） ☎22‐1720
吉胡貝塚資料館 ☎22‐8060
渥美郷土資料館 ☎33‐1127 博物館HP 博物館インスタグラム

図書館HP

ホットニュース Hot News

まもなく見頃です！初立池のしょうぶ園
昔の棚田を利用して栽培している花しょうぶをぜひご覧ください。
見頃：５月下旬～６月中旬
　　　（開花状況は市ＨＰに掲載）
規模：面積　約3,000 ㎡
　　  株数　約１２,000 株
場所：初立池南側散策路沿い３カ所
▶地域課（渥美支所）
　☎ 33‐1118

◀市HP

イベント名 内容/対象 日付 時間 場所/問い合わせ
田原市吹奏楽団
ミニコンサート 田原市吹奏楽団による演奏 5/5木・ 11：30～、

13：30～ サンテパルクたはら
☎25-1234

農業体験「田植え」 田植え体験（後日、稲刈り体験・餅米配布あり）
定員：20家族（先着順）　参加費：2,000円 5/8日 10:00～

渡辺崋山を知るために 渡辺崋山と報民倉
講師：石川洋一氏（崋山・史学研究会員） 5/11水 9：00～9：45 崋山会館

☎22-1700

春の文協まつり

さつき展（場所：田原市総合体育館ロビー） 5/20金～22日
9:00～
16:00 田原市文化協会

☎22-6063

生け花展（場所：田原文化会館ギャラリー） 5/21土、22日
展覧会（場所：田原文化会館一帯） 5/27金～29日

芸能大会（場所：田原文化会館文化ホール） 5/29日 10:00～
15:30予定

田原凧まつり

初凧祈願祭（場所：中央公園） 5/21土 10:00～
田原まつり会館
☎22-7337

けんか凧合戦（場所：はなのき広場）
※まつりの告知凧を田原文化会館で事前

展示（5/8日～15日）

5/22日
※ 雨 天 時 は 、
5/29日に延期

8:00～

フリーマーケット リサイクル品を持ち寄るフリーマーケット 5/22日 9：30～ サンテパルクたはら

田原市防災カレッジ

対象：市内在住で、全3回受講可能な方　定員：200名（先着順）
申込：5/23月までに電話、FAX、QRコードにて（FAXの場合、住所・氏名・電話
番号を明記）　その他：所定のカリキュラムを修了した方に、修了証書を授与

防災対策課
☎23-3548

23-0180

田原市音楽祭 出演：ジュニア合唱教室、田原混声合唱
団、渥美混声合唱団、田原市吹奏楽団 6/5日 14:00～

場所：田原文化会館文化ホール
田原市楽友協会（金子）
☎23-2683

ものづくり博2022
in東三河

東三河の企業、大学、高校の「ものづくり」
の製品、技術などの展示・実演
※豊橋駅東口から無料シャトルバス運行

6/17金、18土 10:00～
16:00

場所：豊橋市総合体育館
ものづくり博2022事務局
☎（0532）53-7211

流域モニタリング
一斉調査

身近な水辺（川、ため池など）で水のきれい
さ、水の量、生態系、水辺の様子の調査・報告
申込：環境政策課または市HPにある申込
書を、FAX、QRコード、郵送にて

～9月末 ー
環境政策課
☎23-3541

23-1832

一般向けイベント

日時 場所 内容
【第1回】6/4土
13:30～16:00

赤羽根文化会館
文化ホール

「田原市の防災対策」
「災害時のトイレ問題と対策」

【第2回】11/26土
14:00～16:00

田原文化会館
文化ホール 「自然災害から命を守る」

【第3回】
R5/2/26日
13:30～16:00

渥美文化会館
文化ホール

「自主防災活動推進地区活動事例発表」
「地震時に死者を出さない減災まち
づくりのすすめ」

【特別回】7/2土
10:00～12:00 市役所講堂

「災害時に備えて災害用グッズを体験」
対象：カレッジ参加者で参加を希望
する20名（先着順）

田原を美しくする推進デー
6月5日日／雨天決行
　道路や公園などに捨てられているごみを拾います。「き
れいな街は、みんなの手で！！」を合言葉に、皆さんぜひご参
加ください。
※地区自治会によっては、実施日が異なる場合があります。

時間・集合場所などは、各地区自治会でご確認ください
▶田原を美しくする会事務局（廃棄物対策課内）
　☎23-3538

令和4年5月  広報たはら │    │22
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図書館HP

ホットニュース Hot News

ハダカデバネズミのひみつ
岡ノ谷一夫/監修
エクスナレッジ

見た目そのまんまの名前、アリのような社
会性、老化しない体…。キモかわいい姿に
秘められた特殊な生態を大解剖します。

エジソン
トーベン・クールマン/著
ブロンズ新社

海に沈んだ先祖の宝を探すため、小さ
なネズミはゼロから潜水艦作りに挑
む。精緻な挿画が魅力的な絵本。

　「大活字本」とは、低視力や高齢者の方でも読みやすいように、原本の
内容はそのままに、大きな文字で組み直した本です。日本の名作文学
の他に、歴史やミステリー小説、エッセイや最
近のベストセラー本などがあります。
　大活字本の多くは、ＮＰＯ法人たはら広場
が運営するリサイクルブックオフィスの売り
上げの一部から、毎年20～30冊寄贈されて
います。
　棚の内容も少しずつ変わっていますので、新
しく入った本を探してみるのもオススメです。

◎目に優しい大活字本

田原・福江の町と水の話
　渥美半島は大きな川がないため、豊川用水が開
通するまでは人々は飲み水や農業用水の確保に苦し
みました。田原出身の児童文学作家・山田もとの小説
『水の歌』では、同氏の母をモデルとする女性が、嫁
ぎ先の大草地区で水を得るために多くの苦労を重ね
る情景が描かれています。
　その一方で、比較的水に恵まれた地域もありました。
例えば、江戸時代には町が形成されていた田原と福
江です。どちらも山から流れる地下水が砂や小石の土
壌の下を走っていたことから、井戸から水を得られまし
た。田原の松下駐車場近くにあった井戸からは、約3ヘ
クタールもの田んぼを潤すことができる水が出たそう
です。
　水質も良く、田原・福江のどちらでもくみ上げた水
を酒造りに使用していたことがありました。福江公園
は、明治時代から昭和半ばにかけて、お酒を醸造する
工場があった場所です。セントファーレの南側にも昔、

「亀井戸」と呼ばれる井戸があり、茶道に使えるよう
なきれいな水が出ました。田原と福江に町ができたの
は、水質の良い水が確保できたことが大きな要素の
一つだったかもしれません。　
　井戸の水に頼る生活は、１９５０年代後半から始まる
上水道の整備によって終わりを告げました。現在、渥美
半島の飲み水のほとんどは、奥三河から豊川用水で
来ています。井戸はだいぶ減りましたが、どの地区でも
所 に々残っており、往時を感じさせてくれます。
　なお、田原市博物館では、5月22日（日）までテーマ
展ふるさとの歴史
「水と海」を開催し
ています。水と海に
ちなんだ地域の資
料を展示していま
すので、ぜひお越し
ください。
（学芸員　木村洋介）

其の 223

▲大活字本の棚

◀大活字本の棚にある本

▲現在の福江公園にあった福井造
酒場（『渥美郡勢総覧（1935年
刊）』より。

お
し
ら
せ

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

た
は
ら
ス
ナ
ッ
プ

こ
こ
見
て
！
た
は
ら

連
載
コ
ー
ナ
ー

お
で
か
け
情
報

広報たはら  令和4年5月│    │23



市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

産
後
の
マ
マ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

　

女
性
の
5
人
に
1
人
は
、
一
生
の
う
ち

に
一
度
は
う
つ
病
に
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
産
前
産
後
は
、
女
性
ホ
ル
モ

ン
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く
変
わ
り
、
こ
の
変

化
に
心
と
体
が
適
応
で
き
ず
、
心
身
の
不

調
を
感
じ
ま
す
。

▪
産
後
の
環
境
の
変
化

　
産
後
は
赤
ち
ゃ
ん
中
心
の
生
活
に
な
る
た

め
、
睡
眠
不
足
な
ど
生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ

や
す
く
な
り
ま
す
。
マ
マ
は
、
わ
が
子
を
守

る
た
め
の
本
能
が
芽
生
え
、
感
情
的
に
な
っ

た
り
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
敏
感
に
な
る
な

ど
、
知
ら
な
い
う
ち
に
緊
張
を
感
じ
て
常
に

疲
れ
て
い
る
状
態
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
核
家
族
化
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の

流
行
に
よ
り
、

最
近
の
妊
産
婦

は
孤
立
し
て
し

ま
う
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
孤
立

は
不
安
に
つ
な
が
り
、
心
の
問
題
を
引
き
起

こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
周
囲
の
人
た
ち
は
子
ど
も
が

産
ま
れ
た
喜
び
が
大
き
く
、
こ
う
し
た
妊

産
婦
の
状
態
に
気
づ
か
な
い
こ
と
が
多
く
、

症
状
が
悪
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▪
マ
タ
ニ
テ
ィ
ブ
ル
ー
ズ
と
は

　
出
産
後
数
日
か

ら
２
週
間
頃
ま
で

に
20
～
40
％
の
産

婦
が
経
験
す
る
も

の
で
、
わ
け
も
な

く
泣
け
て
し
ま
う
、
気
分
が
沈
み
や
す
く

な
る
、
感
情
の
起
伏
が
激
し
く
な
る
、
不

安
が
強
く
な
る
と
い
っ
た
症
状
が
現
れ
ま

す
。
し
か
し
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が
妊

娠
前
の
状
態
に
戻
り
、
育
児
や
環
境
に
慣

れ
て
い
く
う
ち
に
通
常
は
自
然
に
解
消
さ

れ
て
い
く
こ
と
が
多
い
で
す
。

▪
産
後
う
つ
と
は

　
マ
タ
ニ
テ
ィ
ブ
ル
ー
ズ
の
よ
う
な
感
情

の
起
伏
が
激
し
い
状
態
が
数
週
間
以
上
続

く
、
も
し
く
は
症
状
の
強
い
状
態
が
続
く

場
合
、産
後
う
つ
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

産
後
う
つ
の
発
症
率
は
10
～
15
％
と
高

く
、
誰
で
も
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。　

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、市役所へご確認の上、受診してください　市役所◦☎22‐1111（代表）
　また、各医療機関へ電話で受診方法を確認した後、受診してください

診療時間 医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　診療時間以外は 渥美病院●☎22‐2131 にお問い合わせの上、受診してください

月　日 　　当直医 電話番号

5月15日（日）
菜の花内科クリニック ☎22‐7777
山本耳鼻咽喉科 ☎24‐4100
ヒラノ・デンタル・オフィス ☎22‐6477

5月22日（日） かわせ小児科 ☎22‐1230
惣卜歯科医院 ☎45‐2066

5月29日（日） 昭和医院 ☎32‐3749
かわい歯科 ☎24‐0080

6月5日（日） 北山クリニック（農高前） ☎23‐3946
田原歯科クリニック ☎23‐1626

月　日 当直医 電話番号

5月1日（日） ふれあいばし診療所 ☎29‐2500
清栄歯科クリニック ☎33‐0657

5月3日（火・祝） 田原市赤羽根診療所 ☎45‐3505
伊藤歯科医院 ☎22‐1104

5月4日（水・祝） 河合医院 ☎22‐6133
なかた歯科 ☎23‐1162

5月5日（木・祝） 國見医院 ☎22‐0756
青木歯科クリニック ☎33‐1139

5月8日（日） あつみメディカルクリニック ☎24‐2322
金田歯科医院 ☎24‐1800

◦疲れる、やる気が起きない
◦育児に自信がもてない
◦子どもが可愛く思えない
◦頭痛がする、朝起きて気分が憂鬱
◦眠れない、途中で起きてしまう、
　早く目が覚めてしまう
◦食欲がない

産後うつの症状
◦一人で育児のすべてを抱え込んでしまう
◦家事も育児も完璧にこなしたいと思う
◦責任感が強い
◦周囲に悩みを聞いてもらえる人がいない
◦過去に精神的な病気

にかかったことがある
◦マタニティブルーズが

あった（続いている）

産後うつになりやすい人の特徴

令和4年5月  広報たはら │    │24



市役所内
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健康課

▪
心
を
軽
く
す
る
た
め
に

❶
家
族
に
相
談
す
る　

　
ス
ト
レ
ス
の
感
じ
方
に
は
個
人
差
が
あ

り
ま
す
。
困
っ
て
い
る
こ
と
は
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
、
家
族
や
周
囲
の
人
に
家
事
や

育
児
の
協
力
を
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

家
族
以
外
で
も
、
友
人
や
信
頼
で
き
る
相

手
な
ど
、相
談
相
手
の
存
在
が
重
要
で
す
。

❷
育
児
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

　
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

【
育
児
相
談
】

　

保
健
師
・
栄
養
士
・
歯
科
衛
生
士
に
よ

る
育
児
・
栄
養
・
歯
科
の
相
談

【
母
乳
相
談
】

　

助
産
師
に
よ
る
お
っ
ぱ
い
ケ
ア
、
授

乳
・
卒
乳
な
ど
母
乳
に
関
す
る
相
談

※
育
児
相
談
と
母
乳
相
談
の
日
程
は
、

「
２
０
２
２
年
度
健
幸
カ
レ
ン
ダ
ー
」を

ご
覧
く
だ
さ
い

【
産
後
ケ
ア
事
業
】

　
助
産
師
の
ケ
ア
を
受
け
な
が
ら
、
出
産

後
の
マ
マ
の
心
と
体
を
癒
し
、
健
や
か
な

育
児
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
指
定
産
科
機
関
で
宿
泊
型
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
、
訪
問
型
の
利
用
が
で

き
ま
す
。
詳
細
や
申
込
み
は
、
親
子
交
流

館（
す
く
っ
と
）へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
電
話
相
談
】

　
保
健
師
な
ど
の
専
門
職
に
よ
る
マ
マ
の

心
配
ご
と
な
ど
の
電
話
相
談

健
康
課　
☎
23‐３
５
１
５

あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド　
☎
33‐０
３
８
６

親
子
交
流
館
相
談
専
用
電
話　
☎
23‐１
５
２
０

　
産
後
は
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
で
頭
が
い
っ

ぱ
い
に
な
る
時
期
で
す
が
、
心
の
健
康
は

目
に
見
え
に
く
い
も
の
で
す
。
周
り
の
人

は
、
マ
マ
自
身
の
心
や
体
の
こ
と
も
十
分

気
に
か
け
て
く
だ
さ
い
。
マ
マ
も
赤
ち
ゃ

ん
が
元
気
に
育
つ
た
め
に
、
自
分
自
身
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
み
ん
な
で
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
る
」と
い

う
意
識
を
も
ち
、
家
族
で
協
力
し
、
地
域

の
サ
ポ
ー
ト
・
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
な
が

ら
育
児
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

【
お
知
ら
せ
】

▪
歯
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

　

田
原
市
歯
科
医
師
会
の
主
催
で「
歯
の

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】６
月
５
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後

０
時
30
分（
受
付
正
午
ま
で
）　
【
場
所
】田

原
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル　
【
内
容
】歯

科
健
診
や
フ
ッ
化
物
塗
布
、
歯
の
健
康
を
学

ぶ　
【
参
加
費
】無
料　
【
申
込
】不
要

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に

よ
り
、
中
止
ま
た
は
変
更
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す

▪
日
本
脳
炎
１
期
追
加
・
２
期
の
再
開

　
一
部
製
薬
会
社
の
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン

の
製
造
の
一
時
停
止
に
よ
り
、
全
国
的
に

供
給
量
が
不
足
し
た
た
め
、
令
和
３
年
度

は
日
本
脳
炎
１
期
追
加
お
よ
び
２
期
の
ご

案
内
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
は
、
接
種
を
お
待
ち

い
た
だ
い
て
い
た
全
対
象
者
の
接
種
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
接
種
時
期
の

集
中
を
防
ぐ
た
め
、
ご
案
内
の
時
期
を
次

の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。
海
外
渡
航

な
ど
や
む
を
得
な
い
事
情
で
早
め
の
接
種

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
健
康
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●❶ ●❸●❷

スポーツ課☎23-3531

❶四つん這いの状態になり、両膝を左右に開きます。膝の角度は９０度
程度、つま先は外側へ向けます。
❷肘を肩の真下につけ、手のひらを床につけます。
❸ゆっくりと息を吸いながら、頭とおへそを一直線にするイメージでお尻を
引きます。 ※①～③を10回程度繰り返す

カエル足ストレッチを行うと骨盤のゆがみ改善や
股関節の柔軟性が高まります。下半身の筋肉
にも効果があるので、美脚効果も期待できます！

※1期初回（2回分）の通知は、3歳の誕生月に順次行います

対象者 ワクチン
の種類 通知時期

令和4年度に5歳になるお子さん
（平成29年4月2日～平成30年4月1日生）

１期追加
5月

平成30年4月2日以降生まれのお子さん 4歳の誕生月

小学校5年生
（平成23年4月2日～平成24年4月1日）

２期
5月

小学校4年生
（平成24年4月2日～平成25年4月1日） 6月

お
で
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③
市
職
員
、
施
工
業
者
お
よ
び
申
請
者
の
三
者

で
現
場
を
確
認

④
対
象
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
補
助
金
交
付
決

定
通
知
を
受
け
取
っ
た
日
以
降
に
施
工

⑤
工
事
完
了
後
、
必
要
書
類
を
そ
ろ
え
て
、
市

へ
工
事
の
完
了
報
告
書
を
提
出

⑥
市
職
員
が
行
う
完
了
検
査
で
合
格
し
た
場

合
、
補
助
金
を
交
付

【
注
意
事
項
】

・
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
の
補
助
で
す

【
申
込
方
法
】

　
令
和
５
年
１
月
31
日（
火
）ま
で
に
高
齢
福
祉

課
へ
必
要
な
書
類
を
添
え
て
申
請
書
を
提
出

（
毎
月
第
２
水
曜
日
と
第
４
水
曜
日
で
申
請
を

と
り
ま
と
め
、
現
場
確
認
を
実
施
）

▼
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　
☎
23‐４
６
５
４

介
護
を
し
て
い
る
家
族
の
皆
さ
ん
へ

　　
市
で
は
、
介
護
に
必
要
な
知
識
や
、
技
術
が

学
べ
る
交
流
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
日
頃
の

介
護
に
よ
る
不
安
や
ス
ト
レ
ス
解
消
の
た
め
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
対
象
者
】

　
市
内
在
住
の
介
護
者
家
族
お
よ
び
近
い
将
来

介
護
を
必
要
と
す
る
者
の
家
族

住
み
慣
れ
た
家
に
い
つ
ま
で
も

　

今
回
は「
人
に
や
さ
し
い
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
対
象
】

　

市
内
在
住
で
70
歳
以
上
の
方（
補
助
対
象
者

と
同
一
世
帯
の
方
に
市
税
の
滞
納
が
な
い
方
）

が
い
る
世
帯

※
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
は
介
護
保
険
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
【
内
容
】

　

次
に
該
当
す
る
経
費
の
２
分
の
１
以
内（
上

限
15
万
円
）

・
居
室
、
浴
室
、
ト

イ
レ
な
ど
の
段
差

解
消
や
手
す
り
の

取
付
け
な
ど
高
齢

者
が
暮
ら
し
や
す

い
環
境
に
改
善
す

る
場
合

※
工
事
内
容
は
申
請
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

【
補
助
の
流
れ
】

①
必
要
書
類
を
そ
ろ
え
て
、
市
に
申
請（
工
事

着
工
後
の
申
請
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
）

②
申
請
後
、
市
で
申
請
内
容
を
審
査

▼
高
齢
福
祉
課
長
寿
介
護
係

　
☎
23‐
３
２
１
７

◆
高
齢
者
福
祉
の
手
引
◆

　

安
否
確
認
、緊
急
通
報
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
、介
護
関
係
情
報
な
ど
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

交流会の名称 日時 場所・連絡先 参加費

認知症介護者の集い 毎月第2木曜日
13：30～15：00

田原福寿園
☎27-0882 無料

家族介護者交流会
毎月第3木曜日
13：30～15：30

渥美福寿園
☎33-1513 無料
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農
政
課 

☎
23‐３
５
１
７

カーネーション
（花／出荷時期：１０月～６月）

母の日に贈る花として古く
から親しまれています。県内
2位の出荷量で、年間約４６０
万本出荷されています。

花ことば

母への愛、生きた愛情

ブーゲンビレア
（鉢花／出荷時期：5月～7月）

花に見えるのは
ほう

苞と呼ばれ
る葉の一部で、苞の中心部
に小さな花をつけます。県
内１位の出荷量を誇ります。

花ことば

情熱

花 鉢

今月の 5月の

「
日
本
一
の
花
の
生
産
地
か
ら
、

日
本
一
花
を
贈
る
ま
ち
へ
」

を
目
指
し
て

　
田
原
市
は
、
日
本
一
の
花
の
生
産
地
で

す
。

　
キ
ク
や
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
な
ど
の
切
花

か
ら
、
鉢
花
や
観
葉
植
物
な
ど
、
種
類
が

多
い
だ
け
で
な
く
、
日
持
ち
が
よ
く
長
く

楽
し
め
る
高
品
質
な
花
が
た
く
さ
ん
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
皆
さ
ん
が
花
を
よ
り
身
近

に
感
じ
、「
日
本
一
花
を
贈
る
ま
ち
」と
な

る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
って

い
ま
す
。

●
渥
美
半
島
の
花
と
鉢
物

　
毎
年「
渥
美
半
島
の
花
と
鉢
物
」を
選
定

し
、
ポ
ス
タ
ー
を
市
内
に
掲
示
し
て
、
市

内
で
生
産
さ
れ
る
花
と
鉢
物
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
三
河
田
原
駅
、
道
の
駅
な
ど
で
月

ご
と
に
季
節
の
鉢
物
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
感
謝
の
気
持
ち
や
愛
情
を
込

花
の
ま
ち
田
原
市
か
ら
の
お
祝
い

▪
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
フ
ラ
ワ
ー
ギ
フ
ト

【
対
象
】本
市
に
婚
姻
届
ま
た
は
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
書
を
提
出
し
、
市

内
に
住
む
予
定
の
方

【
内
容
】田
原
の
花
の
定
期
便「
タ
ハ
ナ
」

１
回
分

▪
田
原
市
定
住
・
移
住
記
念
品

【
対
象
】新
た
に
定
住
・
移
住
さ
れ
る
方

で
、
田
原
市
定
住
・
移
住
促
進
奨

励
金
の
申
請
者

【
内
容
】田
原
の
花
の
定
期
便「
タ
ハ
ナ
」

１
回
分

※
花
束
が
ご
自
宅
の
郵
便
受
け
に
届

き
、
箱
を
開
け
れ
ば
そ
の
ま
ま
花
瓶

に
飾
る
こ
と
が
で
き
ま
す

※
夏
期（
６
～
９
月
）は
花
の
配
達
は
停

止
し
、
こ
の
期
間
に
申
し
込
ま
れ
た

花
は
10
月
以
降
に
お
届
け
し
ま
す

め
て
、
渥
美
半
島
・
田
原
市
の
花
を
大
切

な
人
へ
贈
って
み
ま
せ
ん
か
。

●
田
原
で
花
の
あ
る
暮
ら
し
、
始
め
ま

せ
ん
か

　

田
原
市
で
は
、
お
祝
い
や
記
念
品
と
し

て
、
本
市
で
生
産
さ
れ
た
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
い
ま
す
。
花
の
あ
る
暮
ら
し
を
ぜ
ひ
体

感
し
て
く
だ
さ
い
。

▲タハナのイメージ

◀季節の花束が
　ご自宅に届きます

お
で
か
け
情
報

お
し
ら
せ

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

た
は
ら
ス
ナ
ッ
プ

こ
こ
見
て
！
た
は
ら

連
載
コ
ー
ナ
ー

広報たはら  令和4年5月│    │27



み
ん
な
で
取
り
組
む
防
災・減
災

▼
防
災
ラ
ジ
オ
の
リ
ユ
ー
ス
の
お
知
ら
せ

環
境
け
い
じ
ば
ん

環
境
戦
隊
た
は
ら
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー

堆
肥
散
布
に
よ
る
悪
臭
な
ど
の
発
生
防

止
に
ご
協
力
を
！

　
こ
れ
か
ら
夏
場
に
か
け
て
、
農
地
へ
の

堆
肥
散
布
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　

堆
肥
を
使
用
す
る
際
に
は
次
の
点
に

注
意
し
、
生
活
環
境
の
保
全
と
水
質
汚

濁
・
悪
臭
な
ど
の
防
止
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

●
完
熟
堆
肥
の
使
用

　

十
分
発
酵
さ
せ
た
悪
臭
を
伴
わ
な
い

完
熟
堆
肥
を
使
用
す
る
。

●
散
布
後
の
鋤す

き
込
み

　

雨
天
に
よ
り
散
布
後
の
鋤す

き
込
み
が

す
ぐ
に
で
き
な
い
こ
と
の
な
い
よ
う
、
天

候
に
注
意
す
る
。

●
生
活
環
境
への
配
慮

　

住
居
や
観
光
施
設
に
近
い
農
地
に
散

布
す
る
場
合
は
、
生
活
環
境
に
十
分
配

慮
し
、
悪
臭
、
害
虫
、
粉
じ
ん
や
汚
水

が
発
生
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

●
過
剰
な
堆
肥
散
布
を
し
な
い

　
地
下
水
汚
染
の
原
因
に
も
な
る
た
め
、

過
剰
な
堆
肥
散
布
は
や
め
る
。

畑
や
畜
産
場
の
適
正
管
理
に
努
め
ま

し
ょ
う
！

　

畑
に
堆
肥
を
散
布
し
た
後
は
、
直
ち

に
鋤す

き
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
鋤す

き

込
ま
ず
に
放
置
す
る
と
、
雨
風
に
よ
って

河
川
に
流
れ
込
み
、
河
川
や
海
が
汚
れ

る
要
因
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
堆
肥
の
一
部
が
河
川
に
堆
積

し
、
悪
臭
を
放
ち
ま
す
。

　
畜
産
業
者
の
方
は
、
設
備（
浄
化
槽
）

の
こ
ま
め
な
点
検
を
行
い
、
場
内
を
清

潔
に
保
ち
、
汚
水
や
処
理
が
不
十
分
な

排
水
が
河
川
や
海
に
流
出
し
な
い
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

田
原
市
の
豊
か
な
環
境
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

▼
環
境
政
策
課　
☎
23‐３
５
４
１

▼
農
政
課　
☎
27‐７
２
７
５

◆
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

　
市
で
は
、
防
災
ラ
ジ
オ
以
外
に
も
み

な
さ
ん
の
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に「
防
災
情
報
」な
ど
を
お
届
け
す

る
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス（
安
心
安
全

ほ
っ
と
メ
ー
ル
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
登
録
方
法
】

①
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
空
メ
ー　
　

　
ル
を
送
信

②
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
れ
な
い
場
合

　

bousai.tahara-city@
raiden.　

　

ktaiw
ork.jp 

に
空
メ
ー
ル
を
送
信

③
数
分
以
内
に
本
登
録
用
の
メ
ー
ル
が　

　
届
き
ま
す
の
で
、
メ
ー
ル
に
記
載
さ　

　
れ
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
配
信
希
望
の
内
容　
　

　
を
登
録
し
て
完
了

▼
防
災
対
策
課　
☎
23‐３
５
４
８

　
こ
ん
に
ち
は
、
ひ
で
く
ん
で
す
。

　
今
回
は
、
令
和
３
年
12
月
か
ら
令
和

４
年
２
月
に
引
き
取
り
し
た
防
災
ラ
ジ

オ
の
リ
ユ
ー
ス
が
決
ま
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
短
い
期
間
で
し
た
が
、
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
防
災
ラ
ジ
オ
の
貸
し
出
し

　
引
き
取
り
し
た
防
災
ラ
ジ
オ
は
、対
象

者
を
限
定
し
て
、
貸
し
出
し
を
し
ま
す
。

　
対
象
者
の
方
へ
は
、
５
月
中
旬
ま
で

に
個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
貸
し
出
し
対
象
者
】

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
発

表
時
の
事
前
避
難
の
対
象
と
な
る

地
域
の
う
ち
、
次
の
地
域
に
お
住

ま
い
の
65
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し

の
世
帯

※
池
尻
区
の
一
部
、
和
地
自
治
会

（
川
尻
の
一
部
）、
堀
切
自
治
会
、

小
塩
津
自
治
会
、
伊
良
湖
自
治

会
、
日
出
自
治
会

▲市HP

▲安心安全ほっと
　メールの登録
　はこちらから
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たはら
市政情報番組
広報秘書課 ☎２2-0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12 放送日 内　容

4/28木～5/5木・ たはら暮らしコーナー

5/5木・ ～5/12木 神戸小たけのこ掘り
若戸小地引網

5/12木～5/19木 農業祭
鎧を着てみよう

5/19木～5/26木 市民緑花まつり
農業体験「田植え」

5/26木～6/2木 凧まつり
ヒマワリ種まき体験

◦街角ネットたはら

毎日６回放送
①7：20 ②10:00 ③12：20 ④15：20 ⑤18：20 ⑥22：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　インターネットでも視聴可能です！

※この番組表は有料広告として掲載しています

お
で
か
け
情
報

お
し
ら
せ

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

た
は
ら
ス
ナ
ッ
プ

こ
こ
見
て
！
た
は
ら

連
載
コ
ー
ナ
ー
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お子さんの笑顔を皆さんに
届けてみませんか？小学校
入学前のお子さんや、可愛
いペットの写真を大募集！
※敬称は全て「ちゃん」

申し込み
の詳細は
市HPまで

山路を登りながら

2歳

ポンタちゃん
ミニチュアシュナウザー
（六連町 河合さん）

中村 瑠乃ちゃん、璃星ちゃん
（西山町）

る　の り　せ

井本 葵結ちゃん
（東赤石）

あ お い1歳

1歳
1歳

１歳
３歳

yusuke_bluehour
日出の石門

ruuruu1030
蔵王山展望台

koni1107
免々田川

kisukomeya
免々田川

伊藤 大晴ちゃん
（石神町）

2歳

尾崎 愛実ちゃん
（谷熊町）

 ま な み

石井 海瑚ちゃん
（福江町）

み 　こ

まさはる

このコーナーでは、田原市公式アカウント「tahara_kurashi」をフォローしている方が、
「＃たはら暮らし」の検索ワードを付けて投稿した画像の中から、厳選したものをご紹介します。

〈毎月の献立〉

春が旬で相性の良い、わかめとた
けのこが入ったすまし汁です。今
年とれた新物のたけの
こを使い、穂先の形が
きれいに残るように丁
寧に切って作ります。

若竹汁

●人口と世帯数（令和4年4月1日現在）

●行政面積

（令和3年1月1日時点・国土地理院調べ）
１91.11km2

出生 24人 死亡 63人

転入 250人 転出 436人

増減 -225人

総人口 59,734人

男性 30,239人

女性 29,495人

世帯数 22,457世帯

※増減は3月中です

水道料金のお支払いは、便利な口座振替で。

（%）総貯水量：51,820千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

50.5%
（26，182千㎥）

令和4年4月15日現在 ［水資源機構調べ］

◦
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

企
画

部
広

報
秘

書
課

◦
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

◦
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

◦
市

H
P

／
http://w

w
w

.city.tahara.aichi.jp
N

o.880 令
和

4年
5月

号

見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

こ
の
春
開
園
し
た
ば
か
り
の
こ
ど
も

園
で
、子
ど
も
た
ち
が
園
庭
を
元
気

一
杯
に
駆
け
抜
け
て
い
ま
し
た
。無

邪
気
な
笑
顔
と
、全
力
で
遊
ぶ
姿
を

見
て
、沢
山
元
気
を
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た（
M
）

【
表
紙
の
写
真
】あ
か
ば
ね
こ
ど
も
園
の
園
児
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